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＊Collaborative Online International Learning。JPN-COIL協議会の正会員大学数は前年の27から44に増えている（2021年12月１0日現在）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
海
外
渡
航
の
制
限

は
、
多
様
な
人
、
文
化
と
の
交
わ
り
を

旨
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
深
刻
な

打
撃
を
与
え
た
。
２
０
２
０
年
に
海
外

に
留
学
し
た
日
本
人
学
生
数
は
、
２
０

１
９
年
の
４
分
の
１
以
下
【
図
表
１
】。

２
０
２
１
年
春
の
時
点
で
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
は
現
地
留
学
へ
の
回
帰
を
想
定

し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
の
大
学
の

多
く
は
そ
の
後
の
留
学
形
態
を
慎
重
に

検
討
し
て
い
た
【
図
表
２
】。
こ
う
し
た

状
況
下
、
他
大
学
に
先
駆
け
て
現
地
留

学
を
再
開
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
新
た
な
留
学
を
提
供
し
始
め
た
大
学

も
あ
る
【
図
表
３
】。
ま
た
、
海
外
の

学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
協
働
学
習 

   ＊
　C

О
Ｉ
Ｌ
も
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
進
化
、
拡
大
に
よ
り
、
誰
も
が
世
界

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
、
世
界
と
の
接
続
が
日
常
化

す
る
だ
ろ
う
。
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
に
対
す
る
社
会
の
期
待
は
さ
ら

に
高
ま
る
は
ず
だ
。
大
学
が
、
社
会
に

求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
大
学
教
育
の
コ
ア

に
位
置
付
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
を
含

め
た
教
育
手
法
や
交
流
先
の
多
様
化
、

教
育
対
象
を
全
学
生
に
広
げ
る
日
常
化

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
潮
目
が

今
ま
さ
に
、大
き
く
変
わ
る

コロナ以降のグローバル教育の現状

日本

アメリカ

【図表2】アフターコロナに想定する留学形態 
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＊大阪大学近藤佐知彦教授ら「ニューノーマルの大学間交流」（2021年） 
日本：179大学（調査期間 2021年2月19日～5月31日）　アメリカ：27大学（調査期間 2021年3月1日～5月31日）

オンライン20％以上
： 現地80％以下

オンライン40％以上
： 現地60％以下

現地100％ オンライン60％以上
： 現地40％以下

オンライン80％以上
： 現地20％以下

オンライン100％ 未定 その他
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グローバル
人材育成の
これから
人口減少とともに活力を失いつつある日本の未来は、
いかに世界とつながり、世界に貢献できるかにかかっている。
オンラインによるコミュニケーションが
国と国、人と人との距離を取り払った後の、
ポストコロナ時代に活躍する人材を大学が育てるには、
グローバル教育の見直しと再構築が必要だ。

コア化、
多様化、
日常化へ

【図表3】コロナ下での学生の海外派遣再開や別形態での実施例

時期

派遣先

対象
学生

一人の学生を３か国で教育する
日本、台湾、イギリスの３大学共
同グローバルプログラム。１年次
に日本で学んだ第１期生４人が
2021年３月に台湾に渡り、同じく
イギリスの大学への進学をめざし
て中華大学で１年間学んできた
台湾人学生約20人と合流。２年
後に彼らと共にイギリスへ進学す
るため、中華大学で現在学んでい
る。第２期生６人は日本で１年次
を履修中。

２、３年次に中華大学（台湾）、４
年次にサンダーランド大学、または
ウェストイングランド大学（イギリス）

事前の教職員現地視察（アメリ
カ）、24時間電話相談できるヘルプ
デスクの設置などを行ったうえで、オ
ハイオ、テキサス、ペンシルベニア、
フロリダ各州の６大学へセメスター
留学。大学附設の語学教育機関
で集中的に英語を学習。また、語学
力の高い学生は当該大学にて大
学の正規科目を履修。留学を希望
しない学生については国内でのカリ
キュラムを別途用意。東アジア専攻
韓国語コースは１年生全員が韓国
に留学し、徹底的に韓国語を学ぶ。

国際学部国際学科グローバル専
攻の２年生約160人、東アジア専
攻韓国語コースの１年生約60人

2021年秋の「海外派遣留学プ
ログラム」で16人、「大陸間デザ
イン教育プログラム」で３人を現
地に派遣。長期留学生一人ひと
りに対してGoogle Chatのチャッ
トルームを開設し、留学生課、関
係教員の間で情報を共有、支援
にあたる。2021年11月時点で、
2022年秋の「海外派遣留学プ
ログラム」応募者は21人。

本来は入学後の６月に４つの地
域のうち１つに３週間留学する予
定だったが、コロナ禍により４地域
と日本を結んだ４週間のオンライ
ン留学を実施。前半の２週間は、
リトアニアおよびエルサレムとの
時差を考慮し、福島県天栄村の
同大国際研修センター“ブリティッ
シュヒルズ”で宿泊研修を、後半
の２週間はキャンパスで、インドお
よびマレーシア・ボルネオとオンラ
イン授業を実施。

内容、
状況

文／児山雄介

【図表1】コロナ前後の日本人留学生数

＊一般社団法人海外留学協議会（JAOS）
「海外留学協議会（JAOS）による日本人留学生数調査2021」
JAOS加盟の留学業者43社による調査
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（万人）

2019年 2020年

77953人

18374人

ビジネス専攻の２年生、100人 新設のグローバル・リベラルアーツ
学部学生59人

リトアニア、エルサレム、インド、
マレーシア（ボルネオ）

アメリカ、韓国

2021年３月～ 2021年８月～

全学生

2021年秋～ 2021年６月～

北米、欧州、アジア等の協定校
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
い
ま
だ
続
く
渡
航

制
限
。
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
大
学
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、Ａ
Ｐ
Ｕ
に
と
っ

て
そ
れ
は
、
教
育
の
根
幹
を
揺
る
が
す

非
常
事
態
で
し
た
。
本
学
の
最
大
の
特

徴
は
、
多
様
な
国
・
地
域
の
学
生
が
、

正
課
、
正
課
外
問
わ
ず
膝
を
突
き
合
わ

せ
て
学
ぶ
「
混
ぜ
る
教
育
」
で
す
。
国

際
教
育
寮
で
の
共
同
生
活
を
は
じ
め
と

し
た
生
身
の
交
流
は
、
対
面
で
あ
る
こ

と
が
大
前
提
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
選

択
肢
の
重
要
度
が
高
ま
る
中
、
学
生
に

い
か
な
る
体
験
を
与
え
れ
ば
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
と
言
え
る
の
か
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
半
分
を

占
め
る  

   ＊1
　国
際
学
生
２
５
０
０
人
の
う

ち
、
お
よ
そ
１
０
０
０
人
は
い
ま
だ
入

国
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
人
学
生
の
海
外

派
遣
も
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
激
減
し
て
い

ま
す
。
今
も
、試
行
錯
誤
は
続
き
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
多
く
の
課
題

日
本
が
抱
え
て
き
た

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
課
題

グローバル教育の再定義の例

国際系学部、
プログラム限定

位置付け

教育の目的

教育手法

コミュニケーション

異文化理解

留学生の捉え方

ベンチマーク

スキルの習得

正課、留学中心

正しい英語の習得

知識としての学習

対面授業の再現

日本人学生と同じ「学生」

国内の大学 海外の大学

大学教育のコア化

正課＋正課外（キャンパス自体を多文化キャンパスにし、
交流できるしくみづくり）

自分なりの言語能力で多様な人とフラットに付き合える

オンラインならではのインタラクティブな学び、
国際ＦＤ、国際サークルetc.

これまで これから

特別な扱いが
必要な留学生

人間同士の直接的な交わりによる体験

思考パターンや価値観の転換

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
再
定
義
を

特集  グローバル人材育成のこれから

2022 1-25

問題提起 〜
大
学
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
視
点
か
ら

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
国
際

系
学
部
や
留
学
担
当
部
署
な
ど
一
部
の

組
織
が
、
一
部
の
学
生
を
対
象
に
行
う

域
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
際
系
学

部
で
女
子
学
生
比
率
が
高
い
理
由
の
一

つ
は
、
法
学
、
経
済
学
、
工
学
と
い
っ

た
メ
ジ
ャ
ー
な
分
野
か
ら
女
性
が
排
除

さ
れ
、
国
際
系
に
活
路
を
見
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
日
本
社
会
の

悲
し
い
力
学
で
す
。
女
性
が
活
躍
で
き

る
分
野
は
い
ま
だ
に
限
定
的
で
す
。
加

え
て
、
世
界
で
ア
ジ
ア
の
存
在
感
が
増

し
、
日
本
は
そ
こ
に
活
路
を
見
い
だ
す

べ
き
な
の
に
、
大
学
の
協
定
校
は
欧
米

中
心
。
英
語
教
育
も
欧
米
人
と
の
交
流

を
念
頭
に
置
く
た
め
、
学
生
は
「
正
し

い
英
語
が
話
せ
な
い
」
と
の
劣
等
感
を

持
つ
ば
か
り
で
自
己
効
力
感
が
低
く
、

留
学
生
と
の
交
流
も
進
み
ま
せ
ん
。
異

文
化
理
解
も
、
各
地
域
に
特
徴
的
な
思

考
・
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を
知
識
と
し
て

学
ぶ
こ
と
が
主
で
、
そ
れ
を
実
感
す
る

機
会
に
乏
し
い
。
私
も
含
め
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
を
担
当
す
る
教
員
が
、
か
つ
て

欧
米
の
大
学
に
留
学
し
て
学
ん
だ
体
験

を
、
時
代
が

変
わ
っ
て
も

再
生
産
し
よ

う
と
し
て
き
た
こ

と
が
、大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
頭

打
ち
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
あ
る
意
味
、
こ
の
課
題
へ

の
一
つ
の
打
開
策
と
し
て
設
立
さ
れ
た

大
学
で
す
。Ａ
Ｐ
Ｕ
の
よ
う
な
教
育
が

い
ま
だ
日
本
で
は
「
異
端
」
な
の
は
、

課
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
裏

返
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
は
、
再
定
義
が
必

要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す【
図
表
】。

学
生
に
と
っ
て
大
学
は
本
来
、
多
種
多

様
な
人
、
文
化
が
集
ま
る
環
境
で
自
己

を
開
放
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

新
し
い
自
分
を
発
見
し
、
思
考
パ
タ
ー

ン
や
価
値
観
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す

る
場
で
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
が
め
ざ
す
姿
だ

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
は
、
全
員
対
象
の
、
大
学
教
育
の
コ

ア
に
据
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
こ
と
で
す
。
大
学

の
役
職
者
が
先
陣
を
切
り
、
欧
米
に
限

ら
ず
世
界
全
域
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
な

姿
勢
に
改
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
が
変
わ
れ
ば
教
職
員
が
変
わ
り
、
教

職
員
が
変
わ
れ
ば
学
生
も
変
わ
り
ま

す
。
全
学
的
な
意
識
改
革
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
国
の
補
助
金
事
業
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
意

志
で
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
学
内
の
一
部
の
組
織
に
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
を
任
せ
る
体
制
も
見
直
す
時
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
日
本
人
学
生
と
留
学

生
の
交
流
が
進
ま
な
い
主
な
要
因
は
、

留
学
担
当
部
署
だ
け
で
留
学
生
へ
の
教

育
を
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
常
的

な
交
流
を
め
ざ
す
な
ら
、
学
部
の
教
授

会
が
日
本
人
と
留
学
生
の
混
ぜ
方
を
検

討
し
て
よ
い
は
ず
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

が
全
学
で
取
り
組
む
も
の
と
な
っ
た
暁

に
は
、「
国
際
」
や
「
留
学
」
と
名
の

付
く
部
署
は
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
教
育
は
、
海
外
の
方
が
速
く
、
大
き

く
動
い
て
い
ま
す
。
世
界
に
開
か
れ
た

国
際
水
準
の
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、

海
外
の
大
学
と
の
交
流
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
Ａ
Ｐ
Ｕ
も
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
を
知

り
、
先
日
国
境
を
越
え
た 

   ＊2
　Ｆ
Ｄ
を
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
営
大
学
（
Ｓ
Ｍ
Ｕ
）

と
行
い
ま
し
た
。
反
転
授
業
の
事
前
学

習
用
に
質
問
が
組
み
込
ま
れ
た
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
動
画
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
な
ど
、
先
方
の
先
進
性
に
目
を
見
張

り
ま
し
た
。
日
本
な
ら
導
入
の
検
討
に

５
年
は
か
か
り
そ
う
な
技
術
を
、
ま
ず

は
導
入
し
、
実
装
し
な
が
ら
改
善
し
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の

高
等
教
育
は
取
り
残
さ
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
市
場
で
の
シ
ェ
ア
低
下

を
ふ
ま
え
る
と
、
世
界
に
お
け
る
日
本

の
存
在
感
は
10
年
も
経
た
ず
に
極
め
て

薄
く
な
る
で
し
ょ
う
。
企
業
で
は
す
で

に
既
存
の
経
営
手
法
が
通
用
し
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、大
学
も
同
じ
で
す
。

進
学
希
望
者
を
全
て
受
け
入
れ
て
も
定

員
を
満
た
せ
な
い
時
代
は
目
前
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
衰
退
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
生
き
残
る
に
は
、
海
外
か
ら
も

若
者
が
集
ま
る
世
界
に
開
か
れ
た
学
び

の
場
と
な
り
、
そ
こ
で
学
ぶ
日
本
人
学

生
も
世
界
に
飛
び
出
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
大
学
を
通
じ
て
日
本
社
会
全
体
を

世
界
に
開
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
無
論
、Ａ
Ｐ
Ｕ
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
日
常

的
に
世
界
と
つ
な
が
る
授
業
の
実
施
、

国
際
教
育
寮
の
増
設
、
多
文
化
環
境
を

生
か
し
た
既
存
２
学
部
の
改
革
、
持
続

可
能
な
開
発
と
観
光
を
通
じ
て
地
域
の

価
値
を
高
め
る
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

観
光
学
部
（
仮
称
）
の
開
設
な
ど
、
２

０
２
３
年
４
月
に
大
規
模
な
教
学
改
革

を
行
い
ま
す
。
め
ざ
す
の
は
、Ａ
Ｐ
Ｕ

で
学
ん
だ
人
た
ち
が
世
界
を
変
え
る
こ

と
で
す
。
世
界
に
開
か
れ
た
多
様
性
あ

ふ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
が
、
大
学
を

持
続
さ
せ
、
日
本
を
、
世
界
を
、
持
続

さ
せ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

よねやまひろし●1991年カ
リフォルニア大学大学院ロサ
ンゼルス校 歴 史 学 研 究 科
退学。筑波大学にて文学
修士（史学）取得。東洋女
子短期大学欧米文化学
科助教授、立命館大学
文学部教授等を経て、
２０２０年立命館アジア
太平洋大学に着任、
現職。

米山 裕
立命館アジア太平洋大学副学長
学校法人立命館理事

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
べ
き
は

学
生
よ
り
ま
ず
わ
れ
わ
れ

オンラインの
活用目的

＊取材を基に編集部でまとめ

2022 1-2 4

＊１ 在留許可証が「留学」の学生＊２ 教員研修

10
年
後
も
持
続
発
展
す
る

世
界
へ
開
か
れ
た
教
育
を
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80
年
代
に
「Japan as N

o.1

」
と

評
さ
れ
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
目
標
と
す
る

国
の
筆
頭
だ
っ
た
日
本
の
国
際
競
争
力

は
、
こ
の
30
年
間
で
64
か
国
中
31
位
に

ま
で
後
退
し
た
【
図
表
１
】。

　
右
肩
下
が
り
の
競
争
力
と
反
比
例
す

る
よ
う
に
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
た

結
果
、
日
本
の
外
国
人
労
働
者
数
は
コ

ロ
ナ
禍
前
ま
で
急
増
傾
向
に
あ
っ
た

【
図
表
２
】。
産
業
界
の
要
請
に
応
え
る

形
で
国
は
受
け
入
れ
制
限
を
緩
和
し
て

き
た
が
、
人
手
を
望
ん
で
い
た
は
ず
の

企
業
に
は
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
お
り
、
う
ま

く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
な
い
ま
ま
職
場

を
去
ら
れ
て
し
ま
う
例
も
多
い
。
外
国

人
を
受
け
入
れ
に
く
い
国
、
国
際
競
争

力
を
失
い
つ
つ
あ
る
国
で
の
就
労
を
、

成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
各
国
に
住
む
人
々

が
今
後
ど
れ
だ
け
希
望
す
る
の
か
。
楽

観
視
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で

な
く
、
教
育
・
研
究
も
含
め
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
求
め
ら
れ
る
。
で
は
今
後
の

日
本
の
国
際
競
争
力
を
高
め
ら
れ
る
人

材
と
は
ど
ん
な
人
材
か
。

　
ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
を
ふ
ま
え
て
お
き
た
い
。
象

徴
的
な
の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普
及

特集  グローバル人材育成のこれから
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企
業
が
求
め
る
人
材
要
件
は

コ
ロ
ナ
を
経
て
変
化
し
た
か

日本の国際競争力と
人材育成としての
グローバル教育
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【図表4】Society 5.0時代の人材に求められる能力 【図表3】企業規模別テレワーク実施率の
推移（正社員ベース） 
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【図表5】 大学と大学生を取り巻く環境の変化

コロナ禍を経て…

課題発見・解決力

論理的文章表現力

リーダーシップ、チームワーク

未来社会の構想・設計力

論理的思考力、規範的判断力

外国語コミュニケーション力

・働き方が変化
・求める人材要件が変化企業 獲得できるスキルに着目した

プログラム開発が必要大学

課題発見
・解決力

未来社会の
構想・設計力

論理的思考力と規範的判断力
リベラルアーツ教育を通じて涵養

相互に関連

リテラシー

忍耐力やリーダーシップ、チームワーク、学び続ける力 など

＊採用と大学教育の未来に関する産学協議会「中間とりまとめと共同提言」（2019年）を基に作成
＊パーソル総合研究所「第五回・新型コロナウイルス対策によるテレワークへの
影響に関する緊急調査」（2021年）      

数理的推論・データ分析力、論理的文章表現力、
外国語コミュニケーション力 など

【図表1】
日本の国際競争力は
低下している
～ＩМＤ国際競争力
ランキング（日本の順位）

＊「IMD World Competitiveness Ranking」を基にNTTデータ経営研究所三谷慶一郎氏が作成 

【図表2】
外国人労働者数と、
全雇用者に占める
割合の推移

＊原図は総務省統計局「労働力調査」、厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況について」を基に（株）パーソル総合研究所が作成

外国人労働者数 全雇用者数に対する外国人労働者の割合

だ
。【
図
表
３
】
の
通
り
、
日
本
で
も

大
規
模
企
業
を
中
心
に
テ
レ
ワ
ー
ク
実

施
率
が
伸
び
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
が
対
面
か
ら
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
使
っ
た
も
の
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
海
外
と
の
交
渉
も
、
従
来
は
現
地

に
行
く
か
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な

ど
で
行
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
で
手
軽
に
行
う
こ
と
が
可

能
だ
。
こ
れ
ら
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
例

だ
が
、
ま
さ
に
今
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会

はSociety 5.0

へ
と
急
速
に
前
進
し

て
い
る
。
産
業
界
と
大
学
の
間
で
共
有

さ
れ
たSociety 5.0

時
代
に
求
め
ら

れ
る
能
力
【
図
表
４
】
は
、
そ
の
必
要

性
が
よ
り
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
人
口
減
少
に
悩
む
日
本
が
国
際
競
争

力
を
持
つ
に
は
、
他
国
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
よ
る
外
需
の
活
性
化
が
肝
要
だ
。
今

後
は
ど
の
部
署
で
も
日
常
的
に
外
国
人

と
掛
け
合
う
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
オ
フ
ラ
イ
ン
で
は
同
じ
職
場
の
外

国
人
労
働
者
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
海

外
と
の
や
り
取
り
を
こ
な
せ
る
人
材

が
、
日
本
経
済
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な

い
。
単
純
な
語
学
力
だ
け
で
な
く
、
自

国
・
海
外
文
化
へ
の
理
解
、
協
働
や
交

渉
を
円
滑
に
進
め
る
力
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
す
力
な
ど
を
備
え

た
人
材
だ
。
大
学
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
国
内
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
、

求
め
ら
れ
る
人
材
要
件
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
意
識
す
べ
き
だ
ろ
う
【
図
表
５
】。

高度専門職に必要な知識と能力

2020年3月
（n=21448）

2020年4月
（n=22477）

2020年5月
（n=20000）

2020年11月
（n=19946）

2021年7月
（n=20514）

22.0

18.1

12.6 

7.7

43.0

38.7 

25.5 

16.6 15.5

25.3

42.5

13.1

22.5

34.2

45.0 45.5

37.5 

25.4 

15.2 

従業員10000人以上
従業員1000～10000人未満
従業員100～1000人未満
従業員10～100人未満

あらゆるオンラインツールを使いこなして世界とつながり仕事をする力

REPORT

国際競争力低下にあえぐ日本。
コロナ禍というインパクトを経て今、求められる人材とは？

文／児山雄介
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グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
課
題
と

大
学
へ
の
期
待

2022 1-29 2022 1-2 8　

各
国
に
拠
点
、社
員
の
約
７
割
が
外
国
籍

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
世
界
共
通
の
課
題

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
仲
間
と

挑
戦
と
変
化
を
楽
し
む
姿
勢
を
求
む

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱

　
先
進
国
、
発
展
途
上
国
問
わ
ず
世
界

中
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
地
域
ご
と
の

需
要
や
為
替
等
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
生
産
拠
点
を
世
界
各
地
に
設
置
し
、

状
況
に
応
じ
て
最
適
な
工
場
か
ら
輸
出・

出
荷
等
を
す
る
体
制
を
整
え
て
い
た
こ

と
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤
務
等
、業
務

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
つ
つ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
・
対
面
双
方
の
良
さ
を
取
り
入

れ
て
日
々
の
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
と
し
て
の
強
み
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
活
用
で
す
。
従
来
は
圧
倒
的

に
高
い
品
質
、
他
社
と
の
差
別
化
が
明

グ
ロ
ー
バ
ル
人
事
に
向
け
た

多
様
性
へ
の
理
解
・
視
点

世
界
各
国
と
つ
な
が
り
を
持
つ
企
業
が
求
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
何
か
、

文
科
省
の「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」を
支
援
す
る
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
関
心
の
高
い
２
社
に
聞
く
。

大
学
教
育
へ
の
参
画
を
検
討
中

当
社
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
強
み
が
あ
り
、そ
れ

を
進
化
さ
せ
る
人
材
育
成
の
た
め
に
も
、例

え
ば
デ
ー
タ
活
用
人
材
を
大
学
と
共
に
育
て

て
い
き
た
い
。例
え
ば
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
な
ど
で
は
、最
新
の
実
例
を
基
に
し
た
学

び
の
提
供
も
可
能
で
す
。

在
学
中
に
就
労
経
験
を

地
域
や
企
業
と
関
わ
る
取
り
組
み
な
ど
、異

な
る
立
場
の
人
と
の
間
に
生
ま
れ
る
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
学
生
に
体
験
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。弊

社
も
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、ソ
フ
ト
バ

ン
ク
イ
ノ
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
内
定
者
の
参
加
も
可

能
に
す
る
な
ど
、機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

人事部
人事グループ 主査 西村 耕治

コ
マ
ツ
㈱
小
松
製
作
所

コーポレート統括 人事本部
採用・人材開発統括部
人材採用部 採用推進課 課長 渡邊 祐紀

確
な
「
ダ
ン
ト
ツ
商
品
」
で
成
長
し
て

き
ま
し
た
が
、
顧
客
の
課
題
、
そ
し
て

社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
「
ダ
ン
ト
ツ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
建
設
・
鉱
山
現
場
の

人
手
不
足
。
ド
ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
、
測
量
や
建
設
機
械
の
オ
ペ
レ
―

シ
ョ
ン
、
施
工
管
理
業
務
が
大
き
く
改

善
し
ま
し
た
。
今
後
、
様
々
な
地
域
、

場
面
で
同
様
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
10
年
で
外
国
籍
の
従
業
員
が
２

万
人
以
上
増
加
す
る
な
ど
現
在
も
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
ま

で
は
国
に
よ
り
制
度
や
文
化
が
異
な
る

た
め
、
人
事
は
現
地
主
体
で
し
た
が
、

今
、
コ
マ
ツ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
多
様
な

人
材
が
1
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
事
業
の

成
長
に
貢
献
で
き
る
環
境
の
実
現
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
全
世
界
の
社
員
デ
ー
タ
の
一
元
的
な

管
理
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
人
材
育
成
施

策
の
展
開
、
働
き
方
の
多
様
化
や
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
理
解
、
女
性
の
活
躍
推
進

な
ど
で
す
。

　
当
社
で
は
、
入
社
後
に
海
外
で
働
く

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
求
め
る
人
材
は

海
外
に
抵
抗
が
な
く
挑
戦
し
よ
う
と
す

る
人
、
環
境
が
変
化
し
て
も
や
り
抜
く

力
の
あ
る
人
、
常
に
誠
実
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
人
で
す
。
現
地
人
材
を

束
ね
る
役
割
を
担
う
の
で
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
多
様
性
へ
の
理
解
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
れ
ば
理
想
的
で
す
。

　
当
社
の
業
務
を
理
解
し
た
上
で
応
募

す
る
学
生
は
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
を
持
っ

た
方
が
多
い
も
の
の
、
近
年
は
、
い
ざ

現
実
に
な
る
と
考
え
が
揺
ら
ぐ
の
か
、

入
社
後
に
国
内
勤
務
希
望
に
切
り
替
え

る
人
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
ぜ
ひ
大
学
在
学
中
に
世
界
を

知
っ
た
り
、
未
経
験
の
物
事
に
挑
戦
し

た
り
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
通
信
事
業
が
中
心
で
し
た

が
、
今
は
そ
れ
に
加
え
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
о

Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
活
用
や
、

ヤ
フ
ー
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め
と
し
た

グ
ル
ー
プ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
群
と

の
連
携
に
よ
り
、
革
新
的
な
新
規
事
業

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理
念
「
情
報
革
命

で
人
々
を
幸
せ
に
」
の
下
、
手
が
け
る

事
業
を
時
流
に
応
じ
て
変
化
さ
せ
て
い

ま
す
。
ス
マ
ホ
決
済
（
イ
ン
ド
）
や
地

図
サ
ー
ビ
ス
（
ア
メ
リ
カ
）、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
イ
ス
ラ
エ

ル
）
な
ど
、
海
外
の
有
力
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
国
内
展
開
が
多
い
の

も
当
社
の
特
徴
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
持
つ
こ
と
は
全
社
員
に
求
め
ら
れ
ま

す
。
海
外
連
携
担
当
部
署
に
は
語
学
に

堪
能
な
社
員
や
外
国
人
社
員
を
配
置

し
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
０
０
点
以
上
の
ス

コ
ア
を
持
つ
社
員
も
多
く
い
ま
す
。

　
人
事
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
手
を
挙
げ
る

人
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
。
異
動

を
社
内
公
募
す
る
ジ
ョ
ブ
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
制
度
に
加
え
、
他
部
署
へ
の
異
動
選

考
に
参
加
で
き
る
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
制
度
、
審
査
を
通
過
す
れ
ば
社
の
出

資
で
社
員
が
新
規
事
業
に
挑
戦
で
き
る

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
イ
ノ
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

も
、
社
内
公
募
で
集
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
部
署
、
職
種
出
身
の
メ
ン
バ
ー
が
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な

背
景
を
持
つ
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
協
働
す
る
力
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
大
学
時
代
も
学
生
同
士
だ
け

に
閉
じ
ず
、
多
数
の
大
人
と
関
わ
る
経

験
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
会
社
自
体
が
分
野
を
問
わ
ず

チ
ャ
ン
ス
に
飛
び
込
む
体
質
な
の
で
、

挑
戦
心
が
あ
り
変
化
を
楽
し
め
る
人
が

向
い
て
い
ま
す
。
留
学
も
挑
戦
の
一
つ

で
し
ょ
う
。
た
だ
し
採
用
に
あ
た
っ
て

重
視
す
る
の
は
、
体
験
自
体
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
か
、

そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
っ
て

言
語
化
で
き
る
か
。
そ
れ
を
繰
り
返
せ

る
人
は
入
社
後
も
成
長
し
ま
す
。

　
異
分
野
へ
の
挑
戦
、
多
様
な
異
分
子

と
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
当
社
の
成
長
を

支
え
て
き
た
側
面
が
あ
る
た
め
、
目
下

の
課
題
の
一
つ
が
、
対
面
機
会
の
減
少

で
す
。テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
か
ら
、

リ
ア
ル
に
顔
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
生
ま

れ
な
い
偶
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
も
の
が
確
か
に
存
在
す
る
こ

と
に
気
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
出
社
の
価

値
を
見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

企業 人事部に聞く！
２
０
２
１
年
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
建
設
機
械
の
世
界
大
手
メ
ー
カ
ー
。１
９
５
５
年
か
ら
海
外
に
進
出
し
、現
在
は
建
設
・
鉱
山
機
械
の

売
上
比
率
の
９
割
近
く
を
海
外
市
場
が
占
め
る
。海
外
生
産
比
率
約
６
割
。連
結
従
業
員
数
約
６
万
人
、う
ち
４
万
人
は
外
国
籍
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の
中
核
を
担
う
事
業
会
社
で
あ
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
は
通
信
事
業
を
基
盤
に
、最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
規
事
業

な
ど
幅
広
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
。海
外
子
会
社
を
含
め
て
グ
ル
ー
プ
企
業
数
は
３
３
０
社
以
上
、連
結
従
業
員
数
約
４
万
７
千
人（
２
０
２
１
年
３
月
末
時
点
）。

社
内
で「
転
職
」や「
起
業
」

手
を
挙
げ
た
人
に
挑
戦
権

取材・文／児山雄介　撮影／坂井公秋
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＊１ P.6【図表２】参照 
＊２ 人々のつながり（社会的ネットワーク）と、そこに生まれる信頼、規範などを資本と考える概念。
ソーシャルキャピタルが蓄積された社会や集団（国、街、企業など）では協調行動が活発化し、生活の質や活動の効率性が高まると言われる

　
２
０
３
０
年
に
６
０
０
万
人
以
上
に

上
る
と
目
さ
れ
て
い
た
国
内
の
労
働
力

不
足
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
深
刻
化

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
も
の
の
、

い
ず
れ
再
燃
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
経
済
学
で
は
、
安
い
労
働
力

が
高
付
加
価
値
の
産
業
に
移
転
す
る
こ

と
が
経
済
成
長
の
ベ
ー
ス
と
さ
れ
て
お

り
、日
本
で
は
当
初
は
地
方
出
身
者
が
、

次
い
で
パ
ー
ト
主
婦
、
シ
ニ
ア
層
が
そ

の
役
割
を
請
け
負
っ
て
き
ま
し
た
。
主

婦
も
シ
ニ
ア
も
い
よ
い
よ
不
足
し
、
外

国
人
材
に
頼
り
始
め
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍

前
の 
   ＊1
　状
況
で
す
。

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
雇
用
し
た
外
国

人
材
は
【
図
表
１
】
の
よ
う
な
不
満
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
「
校
内

マ
ラ
ソ
ン
型
キ
ャ
リ
ア
」
と
呼
ぶ
、
日

本
の
企
業
に
独
特
な
キ
ャ
リ
ア
構
造
に

一
因
が
あ
り
ま
す
。
学
年
ご
と
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
、同
じ
コ
ー
ス
を
走
り
、

同
じ
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
。
全
員
に
１
位

の
可
能
性
が
あ
る
。
日
本
の
企
業
は
い

わ
ば
、「
平
等
主
義
的
競
争
主
義
」で
す
。

未
経
験
で
も
参
加
で
き
る
反
面
、
自
身

の
ど
ん
な
能
力
が
評
価
さ
れ
て
雇
わ
れ

て
い
る
の
か
は
不
明
で
、
社
員
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
自
身
の
職
能
よ
り

も
、
所
属
企
業
に
置
か
れ
ま
す
。
転
職

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
阻
む

校
内
マ
ラ
ソ
ン
型
キ
ャ
リ
ア

は
い
ま
だ
一
般
的
で
は
な
く
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
最
善
の
手
段
は
内
輪
の
競
争

に
勝
つ
こ
と
。
能
力
評
価
が
あ
い
ま
い

な
分
、
意
欲
が
重
視
さ
れ
、
意
欲
の
高

さ
は
労
働
時
間
で
測
ら
れ
が
ち
で
す
。

　
外
国
人
材
を
雇
う
管
理
職
は
こ
の
マ

ラ
ソ
ン
の
勝
者
で
、
こ
れ
以
外
の
キ
ャ

リ
ア
構
造
を
知
り
ま
せ
ん
。
海
外
で
一

般
的
な
キ
ャ
リ
ア
構
造
と
言
え
ば
、
職

能
主
義
で
一
般
従
業
員
は
職
務
の
横
断

が
少
な
く
、
性
別
や
人
種
、М
Ｂ
Ａ
の

有
無
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
ス
タ
ー

ト
位
置
が
異
な
り
、
転
職
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
有
効
な
手
段
、
と
い
っ
た
も

の
で
す
。こ
の
違
い
に
外
国
人
材
は〝
永

遠
の
転
校
生
〞の
よ
う
に
戸
惑
い
続
け
、

や
が
て
退
社
し
て
い
き
ま
す
。「
外
国

人
材
を
う
ま
く
扱
え
な
い
」
と
い
う
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
【
図
表
２
】
に
早

急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
労
働
力
不
足
、
競
争
力
の
低
下
な
ど

多
々
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
依
然
世
界
上
位
で
あ
り
、
そ

の
大
部
分
を
内
需
が
占
め
て
い
ま
す
。

内
需
で
〝
何
と
か
な
っ
て
〞
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
潮

流
に
気
づ
い
て
は
い
て
も
本
気
で
取
り

組
ま
な
い
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
育
ち
に
く
い

環
境
で
す
。「
自
国
の
み
で
働
き
た
い
」

人
の
割
合
が
日
本
人
は
57
％
と
、
諸
外

国
と
比
べ
圧
倒
的
に
高
い
の
も
、
そ
の

表
れ
で
し
ょ
う
【
図
表
３
】。
し
か
し
内

需
が
縮
小
し
国
内
人
材
が
枯
渇
す
る
中

で
、
経
済
的
豊
か
さ
を
あ
る
程
度
で
も

保
と
う
と
す
る
な
ら
、
外
国
人
材
や
外

国
企
業
と
う
ま
く
付
き
合
う
術
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
日
本
で
働

い
て
み
た
い
」
と
考
え
て
く
れ
る
人
々

が
他
国
に
い
る
う
ち
が
勝
負
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
大
学
を
は
じ
め
教

育
界
全
体
が
、内
向
き
か
ら
外
向
き
へ
、

「
内
輪
」
で
生
き
て
い
く
た
め
の
教
育

か
ら
、「
社
会
」
の
一
員
と
し
て
生
き

て
い
く
た
め
の
教
育
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ポ
イ
ン
ト
は
、 

   ＊2
　ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
着
目
し

た
人
材
育
成
で
す
。

　
日
本
人
は
ネ
ッ
ト
上
で
も
リ
ア
ル
な

場
で
も
、
他
国
に
比
べ
て
「
人
を
信
用

し
な
い
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
調

査
結
果
が
あ
り
ま
す【
図
表
４
】。学
内
、

ク
ラ
ス
内
、
グ
ル
ー
プ
内
の
内
輪
の
付

き
合
い
に
終
始
し
、
他
者
を
警
戒
し
て

遠
ざ
け
て
し
ま
う
人
間
関
係
で
は
な

く
、
知
ら
な
い
人
と
も
気
軽
に
一
定
の

関
係
を
築
け
る
よ
う
に
、
教
育
の
場
で

慣
れ
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
多

様
な
人
間
関
係
が
生
む
メ
リ
ッ
ト
や
、

そ
こ
に
生
じ
る
課
題
へ
の
対
処
法
を
学

ん
で
お
け
ば
、
外
国
人
材
や
外
国
企
業

と
の
距
離
も
縮
ま
る
は
ず
で
す
。

　
特
に
大
学
で
は
、
内
輪
の
外
に
出
て

い
く
体
験
を
積
ま
せ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
留
学
は
そ
の
筆
頭
で
す
が
、
留

学
だ
け
が
外
に
出
る
体
験
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
内
に
お
い
て
も
他
学
部
、
他

大
学
の
学
生
や
外
国
人
留
学
生
、
社
会

人
な
ど
「
内
輪
」
以
外
の
人
と
の
協
働

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成

に
つ
な
が
り
ま
す
。
会
話
を
交
わ
す
程

度
で
は
体
験
と
し
て
弱
く
、
一
緒
に
何

か
を
つ
く
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形

式
の
体
験
が
理
想
で
す
。
工
夫
は
必
要

で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
現
は
可

能
で
し
ょ
う
。

　
日
本
人
は
ど
こ
か
、「
社
会
」
を
自

分
の
外
に
あ
る
世
界
と
捉
え
、
他
人
ご

と
に
し
が
ち
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
学
生
や
教
職
員
も
社
会
の
一

員
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、「
社
会
人
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
も
お
か
し
な
話

で
す
し
、
大
学
も
社
会
の
一
部
で
あ
る

は
ず
な
の
に
「
社
会
連
携
」
と
、
ま
る

で
外
部
の
世
界
と
接
続
す
る
か
の
よ
う

な
言
い
回
し
を
す
る
の
も
不
自
然
で

す
。学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
も
含
め
、

自
身
や
自
学
は
社
会
の
一
員
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
起
点
に
、
学
部
、
地
域
、

世
界
へ
と
関
係
性
を
広
げ
て
い
く
教
育

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

【図表4】オフラインやオンラインで
知り合う人の信頼度（国際比較）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そうは思わない

【図表3】各国の社会人が働いてみたい国・地域
働
き
た
い
地
域
は
な
い
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＊いずれの国もｎ＝1000。他国の回答と合わせるため、日本の回答は70代を除いている
＊総務省「ICTによるインクルージョンの実現に関する調査研究」（2018年） 

＊（株）パーソル総合研究所「APAC就業実態・成長意識調査」（2019年）
うち日本は同「働く１万人の就業・成長定点調査」（2019年）から東京、大阪、愛知の1000サンプルを抽出
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SNSで知り合う人たちのほとんどは信頼できる

SNS以外のインターネットで知り合う
人たちのほとんどは信頼できる

インターネット上で知り合う人たちについて、信頼
できる人と信頼できない人を見分ける自信がある

ほとんどの人は信頼できる

自分は信頼できる人と信頼できない人を
見分ける自信がある

（
自
国
の
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で
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【図表1】日本で働く外国人材（正社員）が抱える職場への不満【図表2】外国人材のマネジメントに
対する日本人上司の課題意識

正社員（ｎ＝530）
パート・アルバイト（ｎ＝173）
技能実習生（ｎ＝169）

＊（株）パーソル総合研究所「日本で働く外国人材の就業実態・意識調査」（2019年）　ｎ＝500 ＊（株）パーソル総合研究所「外国人部下を持つ日本人上司の意識・実態調査」（2019年）

ノウハウがなく手探り状態である

通常業務が忙しく外国人材の
マネジメントに手が回らない

外国人材をうまくマネジメント
できていないと思う

外国人材のマネジメントは
自分には荷が重いと思う

これからうまくマネジメントをして
いく見通しが立っていない
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給料が安い
明確なキャリアパスがない
無駄な会議が多い
残業が多い
評価の基準が明確でない
組織、上司の意思決定のプロセスがわかりにくい
行うべき業務の範囲が明確に定まっていない
組織、上司の意思決定が遅い
技能・スキルが伸びる仕事ができない
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「
内
輪
」の
外
の
人
と
の

協
働
体
験
の
重
要
性

取材・文／児山雄介

パーソル総合研究所
上席主任研究員

小 林  祐 児
こばやしゆうじ●上智大学大
学院総合人間科学研究科社
会 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修
了。NHK放送文化研究所に
勤務後、総合マーケティングリ
サーチファームにて、各種の定
量調査・定性調査・訪問調査・
オンラインコミュニティ調査な
ど、多岐にわたる調査PJTの企
画・実査を経験。2015年より
現職。専門は理論社会学・社
会調査論・人的資源管理論。

～ソーシャルキャピタルの醸成が鍵
外国人材に頼らなければならないはずの日本企業には、
そのマネジメントに苦戦し、定着が進まないという課題がある。
多様な人材と協働する力を育てるために、大学にできることは何か。

日本企業の
グローバル化の課題と
大学教育への期待

column



【図表1】高等教育における国際化施策の主な流れ

【図表2】「大学の国際化促進フォーラム」のプロジェクト一覧

グローバル30

GGJ（Go Global Japan）

SGU＊1

大学の国際化促進フォーラム

インバウンド強化

アウトバウンド強化

大学改革、体質改善等

横展開の強化

自律的運営
組織による
国際化推進

事業名
2009… 2012… 2014… 2016… 2021… 2023 2024～

事業期間
主な目的

　
国
に
よ
る
高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
施
策
の
一
つ
と
し
て
２
０
２
１
年
９

月
に
発
足
し
た
「
大
学
の
国
際
化
促
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
以
下
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

は
、
先
駆
的
な
大
学
の
実
践
を
他
大
学

に
横
展
開
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
世

界
に
向
け
て
日
本
の
教
育
力
を
発
信
す

る
取
り
組
み
だ
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
加

入
は
、
他
大
学
と
の
連
携
に
よ
っ
て
自

学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
。

　
こ
れ
ま
で
国
は
、「
留
学
生
30
万
人

計
画
」
の
一
環
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
強
化
を
図
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
」、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
強
化
を
目
的
と
し
た

「
Ｇ
Ｇ
Ｊ
」、
国
際
化
を
軸
に
徹
底
し
た

大
学
改
革
を
促
す
「
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」
等
の
施

策
を
講
じ
て
き
た
【
図
表
１
】。
留
学

生
30
万
人
と
い
う
量
的
目
標
は
２
０
１

９
年
度
に
達
成
し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
渡
航
制
限
が
あ
り
、
現
在
は

再
び
30
万
人
を
割
っ
て
い
る
。一
方
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
教
育
や
交
流

は
急
速
に
進
展
。
こ
う
し
た
状
況
に
各

大
学
の
〝
個
人
戦
〞
で
は
な
く
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
〝
団
体
戦
〞
で
立
ち
向

か
お
う
と
い
う
の
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

狙
い
だ
。
知
見
や
基
盤
の
共
有
を
進
め

て
教
育
の
国
際
競
争
力
を
底
上
げ
し
、

ま
ず
は
「
日
本
で
学
ぶ
」
と
い
う
選
択

肢
で
世
界
の
注
目
を
高
め
た
い
考
え
だ
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日
本
発
の
オ
ン

ラ
イ
ン
国
際
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「Japan V
irtual C

am
pus

」
の

構
築
を
は
じ
め
、
国
際
化
の
基
盤
形
成

か
ら
効
果
測
定
ま
で
計
19
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
【
図
表
２
】。
２
０
２
１
年

11
月
時
点
で
の
会
員
数
は
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
幹
事
校
を
含
め
１
１
３
団
体

で
、
今
後
も
希
望
す
る
高
等
教
育
機
関

等
は
加
入
が
可
能
だ
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

運
営
は
、
将
来
的
に
は
会
員
が
納
め
る

会
費
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
事
業
期
間
中
の
２
０
２
３
年

度
末
ま
で
は
会
費
は
徴
収
さ
れ
な
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
入
し
な
く
て
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
参
加
で
き
る
が
、
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
を
情
報
収
集
す
る

目
的
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
加
入
を
検
討

す
る
意
味
は
あ
る
だ
ろ
う
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
加
入
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
下
記
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
参
照
さ
れ
た
い
。

岸本 織江
きしもとおりえ●1993年文部省入省。
高等教育局学生課企画係長、横浜国
立大学准教授、研究振興局学術研究
助成課企画室長、内閣府知的財産戦
略推進事務局参事官、文化庁著作権
課長などを経て2021年10月より現職。

　量的には「留学生30万人の受け入れ」という目標
を、質的には「世界により開かれた国になる」という目
標を立てて、オリンピック・パラリンピックの開催が予
定されていた２０２０年度を目標に、高等教育の国際
化を推進してきました。コロナ禍を経た今後は、一度は
目標を達成した留学生数の回復とともに、質的目標
の実現に力を入れていきます。ポイントは、これまで国
際化をけん引してきた大学等の実績を横展開するこ
とです。一部の大学だけでなく、日本の高等教育全体
が世界への視点を持ち、多様な魅力を発信する必要
があります。「大学の国際化促進フォーラム」では横
展開を促し、自律的に取り組みが発展する組織づくり
をめざしています。
　フォーラムは、プロジェクトの主幹となる幹事校と会
員校で構成されています。幹事校に期待するのは、自
プロジェクトに加わる大学を先導するだけでなく、他プ
ロジェクトとの連携を探る役割です。プロジェクト内の
連携、プロジェクト同士の連携と、横展開が重層的に
進めば、各校が多様な視点で国際化を進められるは
ずです。それを実現するためにも、より多くの大学の
フォーラムへの加入を願っています。他校と協働する
過程で、国際化における自学の進展度合いやめざす
立ち位置も見えてくるのではないでしょうか。
　フォーラムの中核的な役割を果たすプロジェクトが、
オンライン国際教育プラットフォーム「Japan Virtual 
Campus」構想です【図表３】。国内外の大学等が作
成したオンライン教育コンテンツを、国内外の組織、
個人に有償で提供するシステムで、提供のしかたが
異なる２つの「BOX」を備えています。「戦略的パッ
ケージBOX」は、世界的にニーズが高いと思われるコ
ンテンツを国内外の大学等と協力して構築し、パッ
ケージ化して提供するものです。日本の教育に対する
認知度を高めるための、いわば「オールジャパン」のコ
ンテンツ群です。パッケージ修了者には、単位やマイ

クロクレデンシャル＊4などを付与する計画もあります。
一方で「個別機関BOX」は、利用料を払えば、希望す
る全ての大学等がコンテンツをアップできるBOX。各
大学が自らの戦略に基づき独自に運営し、世界に向
けて自学の教育をオンラインで提供する利用方法を
想定しています。MOOCs＊5との違いは、個人のみな
らず大学等の機関による利用も見込んでいる点で
す。また、コンテンツを提供するだけでなく、海外からの
アクセシビリティを高めるためのポータルサイトとして
利用し、留学生の獲得につなげるなど、リアルな教育・
交流の充実を促すことにも活用できると思います。

　現代においては、自国だけで解決できる課題は、ほ
ぼ存在しません。多様な国の人と協調して課題解決
にあたる必要があり、そこで先頭に立てる人が日本で
も求められています。日本の学生は、国や地球という
大きな単位の課題に対して「自分では解決できない」
と思いがちですが、自由度の高い大学での学びこそ
が解決に前向きな姿勢を育てる力になると考えます。
海外も含め、さまざまな学生、教員、社会人と出会い、
対話を重ねる中で、大きな課題と向き合うための、そ
の人なりの道筋が見えてくるのではないでしょうか。
　フォーラムの活動支援のほかに、海外大学とのジョ
イント・ディグリーを促進するための制度改正など、今
後の高等教育の国際化戦略を現在検討中です。そ
の参考に大学へのヒアリングを行っていますが、皆様
からも国際化を進めるにあたっての要望などを、積極
的に寄せていただきたいと思っています。

魅力ある教育を世界に発信し
オールジャパンで国際化を促進

国際的な課題に前向きに立ち向かう
人材の育成を期待

文部科学省 高等教育局
主任視学官
高等教育国際戦略ＰＴリーダー「

大
学
の
国
際
化
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
大
学
間
連
携
を
支
援

〝
世
界
に
開
か
れ
た
日
本
の
大
学
〞を
実
現
す
る

【図表３】「Japan Virtual Campus（JV-Campus）」の概要
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等
教
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発
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へ

大学の国際化促進フォーラム　https://tgu.mext.go.jp/forum/

※図表１、２は文部科学省資料などを基に編集部にて作成

＊２ 留学の学習成果を客観的に測定するための心理分析テスト。The Beliefs, Events, and Values Inventory  　＊３ University Mobility in Asia and the Pacific

＊1 スーパーグローバル大学創成支援事業

オンライン国際教育プラットフォーム「Japan Virtual Campus（仮称）」構想

国際競争力強化に向けた「戦略的パートナーシップ」のネットワーク構築
大学間協働による学生国際交流プラットフォーム構築プロジェクト
海外拠点×オンライン×実留学のグローバルシナジー・モデルの構築
国際共修ネットワークによる大学教育の内なる国際化の加速と世界展開
アジア・太平洋地域におけるオンライン協働教育：UMAP＊３を基盤とするSDGsオンライン協働学習とバーチャル模擬国連
イノベーション創出のためのグローバルPBLの横連携・展開（手法の共有と共同実施）
デザイン思考にもとづくPBLチームワーク型国際協働学習プログラムの促進
Japan Multilateral COIL/VE Project(J-MCP) -多方向・多国間COIL/Virtual Exchange型教育プロジェクト-
COILを活用した持続的グローカル・イノベーション人材育成プロジェクト
学士課程におけるジョイント・ディグリー・プログラム等の国際連携による学位プログラムの質向上と高大連携の促進
我が国の大学教育国際化に資するジョイント・ディグリープログラムの促進～全国大学ジョイント・ディグリープログラム協議会による推進～

「リンガフランカ（国際語）としての英語」運用能力を測定するためのCBT英語スピーキングテスト実施プログラムの横展開
オンライン日本語教育の提供を通じた大学海外拠点・オフィスの協働化プロジェクト
東洋大学「ビジネス日本語」オンライン講座を通じた高度日本語人材の育成
世界と伍する修士課程プログラム創出／運営のための課題と工夫
多様な文化・言語圏からの留学生リクルート：バーチャル大学ツアーの実施
地方の国際化と活性化を推進する留学生キャリア形成・地域定着促進プロジェクト

国際交流プログラムの効果の客観的評価テスト開発及びその普及ーBEVI＊２および因果推論を用いた留学・
学習効果の客観的測定・教育プログラムの質保証・PDCA・教育的介入ー

プラットフォーム構築

効果測定

大学間ネットワーク

学生の交流

国際共修

国際PBL

COIL型教育

ジョイント・ディグリー・プログラム

英語力の向上

日本語教育

留学生募集

留学生の地域定着

筑波大学

広島大学

東京大学
法政大学
明治大学
東北大学
東洋大学
芝浦工業大学
千葉大学
関西大学
琉球大学
立命館大学
名古屋大学
京都工芸繊維大学
東京外国語大学
東洋大学
東京医科歯科大学
大阪大学
金沢大学

テーマ 幹事校 プロジェクト名

科目提供

対価

科目提供

対価

戦略的パッケージBOX

個別機関BOX

Japan Virtual Campus

国内外の大学や企業、
高校生や大学生、

社会人など

国内外の大学・機関
（オールジャパン）

＊国際的オンライン教育プラットフォーム「JV-Campus」開設準備ポータル　https://www.jv-campus.org/  　※筑波大学作成の構想図を基に編集部にて作成

文 科 省 に 聞 く ！

利用者提供者

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭＊４ 学習を少量の単位で個別認証すること
＊5 大規模公開オンライン講座を意味する「Massive Open Online Courses」の略
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【図表1】語学・国際関係学系統の志願者数が大幅に減少
～2021年度入試での学問系統別志願者数の対前年指数（前年の志願者数を100としたもの）

【図表2】模試でも語学・国際関係学系統の志望者数減少が続く～志望者指数の３か年推移グラフ
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0
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1
年
度
入
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は
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コ
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禍
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影
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て
語
学
・
国
際
関
係

学
系
統
の
志
願
者
数
が
大
幅
に
減
少
し

た
【
図
表
１
】。
本
年
度
の
模
試
の
志

望
動
向
を
見
て
も
【
図
表
２
】、
国
公

立
大
で
は
全
体
と
比
べ
て
語
学
・
国
際

関
係
学
系
統
の
減
少
が
顕
著
で
、
私
立

大
で
も
語
学
は
大
き
く
減
少
し
て
い

る
。
私
立
大
の
国
際
関
係
学
が
さ
ほ
ど

減
少
し
て
い
な
い
の
は
、
学
部
新
設
に

よ
る
延
べ
志
望
者
数
の
増
加
が
理
由
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
２
０
２
２
年
度
入
試

で
も
厳
し
い
状
況
は
続
く
だ
ろ
う
。

　
語
学
・
国
際
関
係
学
系
統
の
志
望
者

数
の
減
少
に
つ
い
て
、
進
路
指
導
を
担

当
す
る
高
校
教
員
に
話
を
聞
く
と
、「
在

学
中
の
留
学
が
困
難
な
こ
と
」「
ホ
テ

ル
・
観
光
業
界
が
深
刻
な
打
撃
を
受
け

て
お
り
、就
職
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
」

が
大
き
な
要
因
だ
と
言
う
。
言
い
換
え

れ
ば
、「
在
学
中
に
海
外
に
留
学
し
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
就
職
す
る
」
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
の
高
校
生
の
期
待
で

あ
っ
た
の
だ
。
進
学
し
て
も
留
学
に
行

け
る
か
ど
う
か
も
、
卒
業
後
に
想
定
し

て
い
た
就
職
先
の
採
用
が
あ
る
か
ど
う

か
も
不
透
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、

高
校
生
は
「
４
年
間
、
大
学
で
何
を
学

ぶ
の
か
」
が
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
く
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、
世
界
の
中
の

日
本
を
意
識
す
る
場
面
は
多
く
な
っ
て

い
る
。
加
え
て
、
高
校
で
は
探
究
学
習

等
で
S
D
G
s
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
増
え
て
お
り
、
気
候
変
動
な
ど
世
界

共
通
の
課
題
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
高
校
生
の
意
識
の
変
化

を
学
生
募
集
に
十
分
に
生
か
し
切
れ
て

い
な
い
こ
と
に
、
本
質
的
な
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
語
学
・
国
際
関
係
学
系
統

学
部
の
強
み
は
、「
留
学
」
と
い
う
大

き
な
成
長
を
も
た
ら
す
学
修
プ
ロ
セ
ス

と
、「
語
学
力
」「
海
外
体
験
」
と
い
う

ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
学
修
成
果
だ
っ

た
。
今
後
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
D
P

の
実
現
度
で
自
学
の
教
育
力
を
示
す
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
教
育
の
充
実
を
図

り
、
学
修
成
果
の
可
視
化
を
進
め
て
、

幅
広
い
学
び
の
魅
力
と
、
社
会
で
の
多

様
な
活
躍
の
可
能
性
を
、
高
校
生
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
よ
う
。

黒澤 眞爾
くろさわしんじ●1989年韓国嶺南
大学大学院修士課程修了。アジア
学生文化協会アジアセミナー韓国語
主任等を経て、2013年より現職。

 本校は普通科と外国語科の２学科を設置する高校
です。外国語科には英語コースに加え、韓国語やベト
ナム語、インドネシア語などの「近隣語各コース」を設
けており、多様な外国語教育を特色としています。国
際交流活動にも力を入れてきたため、新型コロナウイ
ルスの感染拡大によって海外との交流が全て断ち切
られたときは、教育全般に大きな打撃を受けました。し
かし、今は人的交流の再開に加え、オンラインの活用
でこれまで以上に国際交流活動を活性化させること
ができています。
　本校の場合、コロナ禍以前から外国語科を中心
に、多くの生徒が海外大学や国内の国際系学部に進
学していました。コロナ禍以降、海外に渡航できるかど
うかの先行きが不透明な状況になっても、進学目的が
明確な生徒の志望意欲は衰えていないように感じま
す。実際に2021年３月の卒業生は、韓国、中国、タ
イ、マレーシアなど、７か国の海外大学に33人が合格。
うち28人が進学しています。2022年の卒業生に関し
ては、その倍の人数が海外大進学を希望しています。
　このようにコロナ禍でも「海外に出たい」と考えてい
る生徒は少なくありません。こうした生徒は逆境に置
かれているからこそ、海外で学ぶ目的が磨かれ、保護
者を説得する言葉を持っています。「語学、国際系の
学部は学生募集が厳しい」という話を大学関係者か
ら耳にしますが、まずは目的が明確な彼らの期待に応
える教育プログラムをしっかりと整えることが、先決な
のではないでしょうか。
　一方で、「語学や国際系の学びに興味はあるが、
具体的に学びたいことがはっきりしていない」という生
徒の場合、コロナ禍をきっかけに志望を変更してしまう
ケースも見られます。こうした生徒に対しては、彼らに
も届く情報、例えば今はぼんやりとしている将来像を
明確にイメージできるような情報の提供が大切です。
本校でも中学生向けの学校説明会を開催しますが、
語学検定試験の合格率などで客観的に教育成果を

示すとともに、コロナ禍でも学びを止めなかった生徒
が語る体験談等を通じて、興味のあることを学ぶ楽し
さや充実感などを伝える工夫をしています。

　本校では今、語学の授業の中に海外の高校との
オンライン交流を取り入れています。オンラインでの会
話では、対面の時と比べて身振り手振りや間のとり方
といった非言語のコミュニケーションを通して伝えられ
る情報が少なくなるため、生徒に確かな語学力を身に
付けさせる必要性を感じています。また、歓迎行事的
な交流とは違って、「今起きている問題を、今話した
い」という意識が強く、少子化が進む韓国の高校生か
らは、「少子高齢化についてどう思うか？」、オーストラ
リアの高校生からは「COP26についてどう感じた
か？」といった質問が出ます。本校の生徒も、こうした
投げかけに触発され、最新の国際ニュースに関心を
持つようになっています。
　今後、オンラインで日本の高校生が海外の高校生
とつながる機会が多くなれば、国際的な視野で社会
課題に関心を持つ高校生が増えていくでしょう。大学
には、高校での海外交流体験を発展させ、語学を生
かして海外の学生と協働でグローバルイシューの解
決に取り組む学修機会の提供を期待します。
　また、高校時代に英語以外の言語を自ら学ぶような
生徒は、高い学習意欲を持っています。本校も実施し
ている高校生向けの韓国語検定は、約60校から
2000人ほどの生徒が受験します。こうした生徒が高
校で学んだ多様な言語の力を生かし、大学に進学で
きるような道もつくっていただければと思います。

コロナ禍においても
海外に出たいという意欲は変わらない

オンラインによる国際交流が増え
社会課題に対する関心が高まる

関東国際高校　副校長グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
を
持
つ
高
校
生
が
大
学
に
求
め
る
も
の
と
は
？

|
|
高
校
生
の
高
い
目
的
意
識
に
応
え
る
教
育
を
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学
生
募
集
か
ら
考
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
今
後

高
校
生
の
関
心
を
受
け
止
め

留
学
だ
け
に
頼
ら
ぬ
教
育
を

＊ 高3生・高卒生 第1回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試・9月 より。2019年度の志望者数を100とした指数の推移

＊ ベネッセコーポレーション調べ

国公立大

国公立大

私立大

100
96 96

91 85

92

84

100
96 95

93 9496

76

私立大

高 校 に 聞 く ！

【図表3】関東国際高校の海外大学の合格・進学実績（2021年度）
合格者数
33人／
進学者数
28人

主な
進学先   

延世大学、韓国外国語大学、高麗大学ほか

清華大学、同済大学

国立台北大学、淡江大学ほか

ランシット大学 

サンウェイ大学

アタバスカ大学、カルガリー大学ほか

ハワイ大学マノア校、ハワイパシフィック大学、
アーカンソー州立大学ほか

韓国

中国

台湾

タイ

マレーシア

カナダ

アメリカ

（指数）

（指数） （指数）

文／本間学
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今
後
、
現
地
留
学
の
制
限
が
な
く
な

り
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
選
択

肢
が
増
え
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
が
一
部
の
学
生
の
も
の

で
あ
る
現
状
は
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
以
前
よ
り
、「
も
っ
と
多
く
の
学

生
が
参
加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

た
い
」
と
の
相
談
を
多
数
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
ど
の
大
学
も
す
で
に
充
実
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

実
は
学
生
が
参
加
し
な
い
原
因
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
身
で
は
な
い
こ
と
も
多

い
の
で
す
。
な
ぜ
参
加
し
な
い
の
か
、

学
生
調
査
を
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
私
が
関
わ
っ
た
大
学
で
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
類
や
特
徴
、
必
要
な

準
備
な
ど
を
学
生
が
把
握
し
て
い
な
い

こ
と
が
不
参
加
の
主
な
要
因
で
し
た
。

無
料
や
格
安
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
学
内
に

あ
る
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
外
部
の

語
学
講
座
や
私
費
留
学
に
申
し
込
む
学

生
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
要
因
は
、
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
〝
点
〞
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
特
に
長
期
留
学
は
相
応
の
準

備
が
必
要
で
す
が
、
語
学
力
養
成
や
短

期
留
学
な
ど
の
、
準
備
に
適
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
学
生
が
自
力
で
把
握
し
、
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
の
は
困
難
で
す
。
対

策
と
し
て
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
手
段
と
位
置
付
け
、
卒
業
後

の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
逆
算
し
て
参
加
経
験

を
積
み
重
ね
て
い
く
と
い
っ
た
、
４
年

間
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
数
パ
タ
ー
ン
提

示
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
【
図
表
１
】。

　
そ
の
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

の
担
当
部
署
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
が
必
要
で
す
。
双
方
の
視
点
か

ら
相
談
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
内
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
紹
介
と
い
っ
た
施
策
が
望
ま

れ
ま
す
。
語
学
力
を
は
じ
め
、
ス
キ
ル

は
随
時
可
視
化
し
て
学
生
に
成
長
実
感

を
与
え
る
と
と
も
に
、
就
職
活
動
で
使

え
る
よ
う
に
成
果
を
言
語
化
す
る
指
導

も
行
う
と
理
想
的
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
要
因
は
学
生
に
情
報
が

届
い
て
い
な
い
こ
と
。
大
量
に
届
く
た

め
埋
も
れ
が
ち
な
メ
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
全
員
参
加
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
必
修

授
業
で
の
告
知
も
有
効
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
の
見
直
し
ポ
イ
ン
ト
を
【
図
表
３
】

に
ま
と
め
ま
し
た
。
文
理
を
問
わ
ず
、

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
形
成

を
念
頭
に
大
学
を
選
ぶ
高
校
生
が
増
え

て
き
た
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
が

正
課
の
〝
オ
プ
シ
ョ
ン
〞
や
、
国
際
系

学
部
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
手
塩
に
か
け
て
開
発
し

て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
全
学
生
に
向

け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
位
置
付
け
る
段

階
に
進
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
不
可
欠
な

教
育
の
一
つ
に
位
置
付
け
る

　
　

　
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
支
援
に
携
わ
っ
て
10
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
に
、
留
学
を
主
軸
と
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
が
全
国
の
大
学
で
定

番
化
し
た
一
方
、
多
く
の
大
学
で
留
学

枠
を
余
ら
せ
て
い
る
現
状
も
目
に
し
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
は
、
海
外
に
興

味
を
持
つ
一
握
り
の
学
生
向
け
の
〝
オ

プ
シ
ョ
ン
〞で
あ
り
、自
分
ご
と
に
な
っ

て
い
な
い
学
生
が
多
い
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
渡

航
制
限
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
と
い
う

新
た
な
手
法
を
普
及
さ
せ
ま
し
た
。
現

地
留
学
が
再
開
し
始
め
た
今
は
、
渡
航

制
限
の
際
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
す
る
、
海
外
協
定
校

を
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
対
応
校
に
見
直
す

な
ど
の
動
き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
は
、
次
の
点
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
学
び
を
広
げ
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
現
地
留
学
の

予
行
と
し
て
効
果
的
な
点
。
短
期
の
現

地
留
学
で
は
雰
囲
気
に
慣
れ
る
前
に
終

わ
っ
た
り
、
長
期
の
場
合
は
現
地
の
授

業
に
つ
い
て
い
け
ず
挫
折
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
高
め
て
お

け
ば
、
現
地
で
即
、
本
来
め
ざ
し
て
い

た
学
び
を
始
め
ら
れ
ま
す
【
図
表
２
】。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
柔
軟
に
組
め
る
た

め
、
現
地
留
学
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
難

し
い
理
系
学
生
に
も
留
学
の
道
が
開
け

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
、
留
学

先
は
時
差
の
関
係
で
主
に
ア
ジ
ア
圏
で

す
が
、
ア
ジ
ア
の
多
様
な
国
の
学
生
と

の
出
会
い
は
、
学
生
に
と
っ
て
大
き
な

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
企
業
で
は
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
や
り
取
り
が
日
常
化
し
、
英
語
を

共
通
言
語
と
し
た
海
外
と
の
商
談
も
増

え
る
で
し
ょ
う
。
英
語
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
部

の
学
生
だ
け
で
な
く
全
学
生
が
身
に
付

け
る
べ
き
「
教
養
」
に
な
る
は
ず
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
広
が
る

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
可
能
性

OPINION

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
可
能
性

学生の実態調査実施1

2

3

4

5

コロナ前の
人材育成プログラム例

アフター／withコロナの
人材育成プログラム例

プログラム期間別・語学力別の
渡航プログラムを提供

オンラインプログラムの導入で、
在学中のグローバル人材育成プログラムをトータルに設計

【図表2】コロナ前／ポストコロナのグローバル人材育成プログラム例【図表3】５つの見直しポイント 

キャリア教育の一環として既存のプログラムを整理し、プログラム同士のつながりを示した４年間
のロードマップをつくる。将来の目標達成のために必要な能力を育成するプログラムが不足して
いるようであれば、開発する。

メールによる情報発信は、他のメールに埋もれてしまう可能性が高い。ガイダンスや必修授業
等、新入生全員が参加する場で発信したい。学生が気軽に相談できるカウンセリング機能を設
けて、プログラム選択、目標設定、参加への不安などについてアドバイスする。

学生のモチベーション維持、就職活動への活用を念頭に、グローバル教育の学修成果を可視
化、言語化する。就職活動に生かせる可視化を行うためには、グローバル教育担当部署とキャリ
アセンターとの協働が不可欠。

現行プログラムについて学生がどう受け止めているか、実態を調査する。不参加の学生も含め
て、各プログラムの認知度や印象などを聞く。プログラムを「知らない」ことが不参加の原因であ
れば、情報の伝え方の再考を。

意義ある留学にするために、事前学修で目標設定やスキルアップを、事後学修でスキルの補填
や成果の可視化を。語学力強化、海外の英語話者との対話や協働の練習、対面学習制限下
でのグループ学習などのプログラムはオンラインの活用が有効。

短期留学
プログラム

長期留学
プログラムキャリアセンターと共に

学修成果を可視化

事前事後学修の実施
（適宜オンライン活用）

学生への情報提供と
カウンセリング

キャリア教育への
組み込み

7～9月 9～1月

1 年次 2年次 3年次 4年次 海外大学院

学内の課外
講座、外国語
ラウンジなどで
英語力養成

春の短期
語学研修

学内で
外国語検定
対策講座を
受講

春の短期
語学研修／
海外インターン
シップ

夏の短期
語学研修／
海外インターン
シップ

夏の短期
語学研修 交換留学前半 交換留学後半

長期留学も
可能

（コロナ禍の
救済措置等）

大学院入学前
準備コース 留学

交換留学
応募、
応募要件の
語学力達成

4～7月 8～9月 10～2月5～1月 2～3月 10～1月 2～3月 7～8月 9～1月 2～ 5月

【図表1】卒業後のキャリアから逆算し、4年間のプログラムを整理してロードマップとして学生に見せる（海外大学院　 進学をめ　ざす例）
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〜
見
直
し
に
向
け
た
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

長期留学
プログラム

短期留学
プログラム

オンライン
プログラム

●帰国後の語学力
の維持・伸長
●英語での専門科
目受講等語学学習
以外のプログラム
での専門性強化

オンライン
プログラム

●留学までの語学
力の準備  
●アウトプットスキル
の強化  
● 留 学 志 望 者コ
ミュニティの形成で
モチベーション維持

ほ てん

取材・文／児山雄介　撮影／荒川潤



特集  グローバル人材育成のこれから

＊大学の公表情報をもとに編集部にて作成

＊「THE Leaders Survey 2021」（2021年6月～8月実施。n=180。データは各国・地域の大学からの回答の合計）
オーストラレーシア：オーストラリア・ニュージーランド・ニューギニア、および近海の諸島　

＊エントリー大学数：THEインパクトランキング2021より。
留学希望者のデータ：THEインパクトランキングによる2021年3月実施の調査結果より。n=2000

2022 1-219 2022 1-2 18
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【図表1】これからの大学運営・教育・研究の意向

【図表3】SDGsに対する大学と留学希望者の
優先度の比較

【図表2】大学のSDGsへの取り組み例

Q.貴学では、今後5年間で“部分的に”オンライン（ブレンディッド型）
　の学位をより多く提供することにどの程度同意しますか？

Q.SDGsの遂行が、貴学の運営にどの程度反映されていると思いますか？  

Q.SDGsが今後5年間の貴学の研究の優先順位に
　どの程度影響することに同意しますか？

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）

（％）

（％）

（％）（校）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

まったく同意しない 同意しない どちらでもない 同意する 強く同意する

各ゴールごとの
エントリー大学数

留学希望者が考える
重要なSDGトップ3

マンチェスター大学

北海道大学

東北大学

岡山大学

広島大学

千葉商科大学

上智大学

東洋大学

早稲田大学

中部大学

主な取り組み大学

海外の高等教育の
動向、関心事
～これから組むべき地域や大学は？

（株）進研アド  改革支援室

柴 田  聡 子

大
学
の
評
価
や
学
生
募
集
と

S
D
G
ｓ
と
の
関
係

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
た

今
、
海
外
の
高
等
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
は
コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
得
た
知
見
を
生

か
し
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
実
現
に
向

け
て
前
進
を
始
め
て
い
ま
す
。【
図
表

１
】
は
、
T
H
E
が
2
0
2
1
年
に
実

施
し
た
世
界
の
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
向
け

調
査
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ー
ベ
イ
」
の

結
果
の
一
部
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
般

化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
関
し
て

は
、
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
型
の
授
業
で
も

学
位
を
出
す
こ
と
に
前
向
き
な
回
答
が

多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
十

分
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
高
等
教
育
に
お
い
て
も
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
一
層
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
調
査

で
も
、「
今
後
S
D
G
s
が
大
学
の
研

究
内
容
や
運
営
に
影
響
す
る
」
と
い
う

意
見
が
主
流
で
す
。
特
に
気
候
変
動
に

つ
い
て
は
企
業
か
ら
の
積
極
的
な
投
資

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
０
２

１
年
秋
に
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で

開
か
れ
た
「T

H
E Leadership &

 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

研
究
や
大
学
運
営
に
影
響

しばたさとこ●（株）ベネッセコー
ポレーション大学事業部、シンガ
ポール、英国勤務を経て2018年よ
り現職。ランキングや海外の動向分
析を基に、大学の国際化を支援。

コロナ禍による国境を越えた移動の制限が長引く中、
いくつかの大学で連携協定を結ぶ国や相手を見直す動きが見られる。
Times Higher Education（THE）の各種ランキング等のデータから、
今後注目すべきテーマや地域、大学の動向を紹介する。

国
際
連
携
に
求
め
ら
れ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み

M
anagem

ent Sum
m

it

」
で
は
、
同

地
が
＊
C
O
P
26
の
開
催
地
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
気
候
変
動
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
テ
ー
マ
が
盛
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府

も
2
0
2
0
年
に
「
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
て

お
り
、
今
後
は
日
本
の
大
学
に
も
脱
炭

素
社
会
に
向
け
た
研
究
や
人
材
育
成

が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
気
候
変
動
も
、
人
類
共

通
の
テ
ー
マ
と
し
て
国
を
越
え
て
解
決

策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

シ
ュ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
国
際
的
な
課

題
に
取
り
組
む
人
材
こ
そ
が
、
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
言
え
ま
す
。

大
学
は
こ
う
し
た
人
材
育
成
に
向
け
、

教
育
や
研
究
、
大
学
運
営
の
あ
り
方
を

見
直
す
だ
け
で
な
く
、
大
学
そ
の
も
の

が
一
つ
の
社
会
的
な
存
在
と
し
て

S
D
G
ｓ
に
取
り
組
み
、
学
生
を
導
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
す
で
に
新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
発
信
す
る
大
学

は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
界
に
目
を

向
け
れ
ば
、
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み

状
況
が
指
標
の
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
総
合
１
位
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
は
S
D
G
ｓ
専
門
の
部
門
を

設
け
、
全
て
の
ゴ
ー
ル
に
対
し
て
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
内
を
見
て
も
、
研
究
、
人
材
育
成
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
三
位
一
体
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
た
早
稲

田
大
学
、
所
有
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
な
ど
の
発
電
量
と
自
学
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
同
量
に
し
、「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
%
大
学
」
を
め
ざ
す

千
葉
商
科
大
学
な
ど
、
気
候
変
動
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み
を
始
動
さ
せ
た
大

学
も
見
ら
れ
ま
す
【
図
表
２
】。

　
一
方
で
、
S
D
G
ｓ
に
対
す
る
学
生

の
意
識
と
大
学
の
取
り
組
み
に
は
、
ま

だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。【
図
表
3
】

は
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
数
と
、
学
生

（
留
学
希
望
者
）
の
関
心
の
度
合
い
を

S
D
G
s
の
目
標
ご
と
に
比
較
し
た
も

の
で
す
。
目
標
４
「
教
育
」
で
は
、
大

学
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
と
学
生
の
関
心
の

両
方
が
高
い
も
の
の
、
目
標
13
「
気

候
変
動
」
は
、
学
生
の
関
心
が
高
い
わ

り
に
エ
ン
ト
リ
ー
大
学
数
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。「
気
候
変
動
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
場
合
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
宣
言
し
て
い
る
か
」
が
指
標
項
目

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
た
め
ら
う
大
学

も
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
や
社
会
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
を

考
え
る
と
、
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み

は
、
今
後
の
大
学
の
評
価
や
学
生
募
集

に
関
わ
る
問
題
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
高
等
教
育
の
潮
流

の
中
、
今
後
連
携
を
進
め
る
べ
き
注
目

の
地
域
や
大
学
は
ど
こ
か
、
T
H
E
の

ラ
ン
キ
ン
グ
を
基
に
考
え
て
み
ま
す
。

　
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
2
の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
前

年
よ
り
も
ス
コ
ア
の
伸
び
が
め
だ
つ
エ

リ
ア
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
で

す
【
図
表
４
】。
か
つ
て
ア
フ
リ
カ
や

中
東
は
、
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
は
地

理
的
な
問
題
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し

い
地
域
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
今

は
こ
う
し
た
地
域
の
大
学
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
使
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
2
0
2
1
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
大

学
数
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ラ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
っ

た
国
が
上
位
に
あ
が
っ
て
お
り
、
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
は
異
な
る
顔
ぶ
れ

で
す
【
図
表
５
、
６
、
及
び
次
頁
】。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ

た
国
で
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
が
増
え
て
い

ま
す
【
図
表
７
】。
特
に
注
目
な
の
は

マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
で
す
【
図
表
８
】。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
海
外
の
高
等
教
育
機

関
や
留
学
生
の
誘
致
を
国
と
し
て
推
進

し
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
留
学
生
25
万

人
と
い
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、

同
国
の
大
学
は
総
じ
て
「
国
際
性
」
の

ス
コ
ア
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

で
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
が
総
合
23
位

タ
イ
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ト
ン

ブ
リ
校
が
54
位
タ
イ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す

る
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
は
多
く
の

日
本
の
大
学
と
連
携
し
て
お
り
、
千
葉

大
学
が
同
大
学
に
バ
ン
コ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
置
し
た
り
、
関
西
医
科
大
学
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
臨
床
病
理
検
討
会
を
実

施
し
、
両
国
の
学
生
が
症
例
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
大
学
と
の
関
係
づ
く
り
の
一
つ

の
方
策
と
し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
へ
の
参
加
は
有
効
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
ご
と
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
の
で
大

学
の
特
徴
が
出
や
す
く
、
か
つ
、
世
界

的
な
課
題
の
た
め
海
外
の
大
学
と
の
共

通
の
ト
ピ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
か
ら
で

す
。「
エ
ン
ト
リ
ー
時
に
論
文
数
の
規

定
が
な
い
」「
大
学
院
大
学
の
よ
う
に

学
部
を
持
た
な
い
大
学
も
参
加
で
き

る
」「
国
連
が
設
定
し
た
目
標
が
指
標

な
の
で
、
学
内
の
協
力
が
得
や
す
い
」

と
い
う
点
で
も
、
多
く
の
大
学
に
と
っ

て
参
加
し
や
す
い
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

事
実
、
2
0
2
2
年
の
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
は

1
5
0
0
を
超
え
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
の
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
数
約
１
６
０

０
に
迫
る
勢
い
で
す
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら

さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
サ
ミ
ッ
ト
や
ア

ワ
ー
ド
へ
の
参
加
も
お
勧
め
で
す
。

「
T
H
E
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア
」
は
卓
越

し
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る

ア
ワ
ー
ド
で
、
自
薦
が
可
能
。
最
終
選

考
に
残
れ
ば
海
外
へ
の
広
報
に
有
効
で

す
。
２
０
２
１
年
の
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア

で
は
藤
田
医
科
大
学
、関
西
医
科
大
学
、

関
西
学
院
大
学
、
そ
し
て
広
島
大
学
が

最
終
選
考
に
残
り
、
注
目
を
集
め
ま
し

た
【
図
表
９
】。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
海

外
大
学
と
よ
い
関
係
を
築
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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▶専門の部門を設置　
▶現代版奴隷制に反対する声明の発表
▶「プラスチック廃棄物削減行動計画」を策定

▶「SDGs事業推進本部」
　「サステイナブルキャンパスマネジメント本部（SCM本部）」の設置　
▶サステイナブルキャンパス評価システム ASSCの構築など

▶大学院において「グローバルガバナンスと持続可能な開発プログラム
　（G2SD）」の提供　
▶「プラスチック・スマート」の推進を宣言

▶「SDGsに関する岡山大学の行動指針」の策定
▶「SDGs推進本部」を設置　
▶「SDGs入門」のガイダンス科目の設置（全ての新入生が受講）

▶全学のSDGｓ関連のワンストップオフィスNERPSの設置
▶東広島市や住友商事、ソフトバンクと東広島キャンパスのスマート化、
　グリーン化に関する包括連携協定の締結

▶「千葉商科大学SDGs行動憲章」を策定 
▶大学所有のメガソーラー発電所などの発電量と大学のエネルギー
　使用量を同量にする「自然エネルギー100%大学」をめざす

▶「上智学院サステナビリティ推進本部」を設置　
▶2020年度秋学期から、人文・社会科学系の6学科が協力した
　新プログラム「持続可能な未来を考える6学科連携コース」を開設　
▶四谷キャンパスで使用する電力に100％再生可能エネルギーを導入

▶「学校法人東洋大学 SDGs 行動憲章」の策定　
▶小中高校向けに教員によるSDGs達成の学習支援プログラム提供など　

▶「Waseda Carbon Net Zero Challenge 2030s」を宣言　
▶全学部にカーボンニュートラル副専攻の設置など

▶「国際ESD・SDGsセンター」を設置
▶国連大学認定の中部ESD拠点幹事として、伊勢・三河湾流域圏の
　課題解決に向けた人材育成に取り組む

文／本間学＊ 国連気候変動枠組条約第26回締約国会議

＊

＊

＊
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【図表7】アジア4か国の
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（いずれも前回のトップ大学の順位との比較）

研
究
や
S
D
G
s
の
推
進
で

躍
進
す
る
ア
ジ
ア
、中
東

サ
ミ
ッ
ト
や
ア
ワ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
機
会
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
た

今
、
海
外
の
高
等
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
は
コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
得
た
知
見
を
生

か
し
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
実
現
に
向

け
て
前
進
を
始
め
て
い
ま
す
。【
図
表

１
】
は
、
T
H
E
が
2
0
2
1
年
に
実

施
し
た
世
界
の
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
向
け

調
査
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ー
ベ
イ
」
の

結
果
の
一
部
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
般

化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
関
し
て

は
、
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
型
の
授
業
で
も

学
位
を
出
す
こ
と
に
前
向
き
な
回
答
が

多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
十

分
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
高
等
教
育
に
お
い
て
も
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
一
層
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
調
査

で
も
、「
今
後
S
D
G
s
が
大
学
の
研

究
内
容
や
運
営
に
影
響
す
る
」
と
い
う

意
見
が
主
流
で
す
。
特
に
気
候
変
動
に

つ
い
て
は
企
業
か
ら
の
積
極
的
な
投
資

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
０
２

１
年
秋
に
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で

開
か
れ
た
「T

H
E Leadership &

 

M
anagem

ent Sum
m

it

」
で
は
、
同

地
が
＊
C
O
P
26
の
開
催
地
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
気
候
変
動
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
テ
ー
マ
が
盛
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府

も
2
0
2
0
年
に
「
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
て

お
り
、
今
後
は
日
本
の
大
学
に
も
脱
炭

素
社
会
に
向
け
た
研
究
や
人
材
育
成

が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
気
候
変
動
も
、
人
類
共

通
の
テ
ー
マ
と
し
て
国
を
越
え
て
解
決

策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

シ
ュ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
国
際
的
な
課

題
に
取
り
組
む
人
材
こ
そ
が
、
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
言
え
ま
す
。

大
学
は
こ
う
し
た
人
材
育
成
に
向
け
、

教
育
や
研
究
、
大
学
運
営
の
あ
り
方
を

見
直
す
だ
け
で
な
く
、
大
学
そ
の
も
の

が
一
つ
の
社
会
的
な
存
在
と
し
て

S
D
G
ｓ
に
取
り
組
み
、
学
生
を
導
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
す
で
に
新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
発
信
す
る
大
学

は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
界
に
目
を

向
け
れ
ば
、
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み

状
況
が
指
標
の
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
総
合
１
位
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
は
S
D
G
ｓ
専
門
の
部
門
を

設
け
、
全
て
の
ゴ
ー
ル
に
対
し
て
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
内
を
見
て
も
、
研
究
、
人
材
育
成
、

キ
ャ
ン
パ
ス
のCO

2

排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
三
位
一
体
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
た
早
稲

田
大
学
、
所
有
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
な
ど
の
発
電
量
と
自
学
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
同
量
に
し
、「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
%
大
学
」
を
め
ざ
す

千
葉
商
科
大
学
な
ど
、
気
候
変
動
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み
を
始
動
さ
せ
た
大

学
も
見
ら
れ
ま
す
【
図
表
２
】。

　
一
方
で
、
S
D
G
ｓ
に
対
す
る
学
生

の
意
識
と
大
学
の
取
り
組
み
に
は
、
ま

だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。【
図
表
3
】

は
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
数
と
、
学
生

（
留
学
希
望
者
）
の
関
心
の
度
合
い
を

S
D
G
s
の
目
標
ご
と
に
比
較
し
た
も

の
で
す
。
目
標
４
「
教
育
」
で
は
、
大

学
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
と
学
生
の
関
心
の

両
方
が
高
い
も
の
の
、
目
標
13
「
気
候

変
動
」
は
、
学
生
の
関
心
が
高
い
わ
り

に
エ
ン
ト
リ
ー
大
学
数
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。「
気
候
変
動
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
場
合
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
宣
言
し
て
い
る
か
」
が
指
標
項
目

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
た
め
ら
う
大
学

も
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
や
社
会
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
を

考
え
る
と
、
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み

は
、
今
後
の
大
学
の
評
価
や
学
生
募
集

に
関
わ
る
問
題
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
高
等
教
育
の
潮
流

の
中
、
今
後
連
携
を
進
め
る
べ
き
注
目

の
地
域
や
大
学
は
ど
こ
か
、
T
H
E
の

ラ
ン
キ
ン
グ
を
基
に
考
え
て
み
ま
す
。

　
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
2
の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
前

年
よ
り
も
ス
コ
ア
の
伸
び
が
め
だ
つ
エ

リ
ア
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
で

す
【
図
表
４
】。
か
つ
て
ア
フ
リ
カ
や

中
東
は
、
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
は
地

理
的
な
問
題
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し

い
地
域
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
今

は
こ
う
し
た
地
域
の
大
学
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
使
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
2
0
2
1
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
大

学
数
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ラ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
っ

た
国
が
上
位
に
あ
が
っ
て
お
り
、
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
は
異
な
る
顔
ぶ
れ

で
す
【
図
表
５
、
６
、
及
び
次
頁
】。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ

た
国
で
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
が
増
え
て
い

ま
す
【
図
表
７
】。
特
に
注
目
な
の
は

マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
で
す
【
図
表
８
】。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
海
外
の
高
等
教
育
機

関
や
留
学
生
の
誘
致
を
国
と
し
て
推
進

し
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
留
学
生
25
万

人
と
い
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、

同
国
の
大
学
は
総
じ
て
「
国
際
性
」
の

ス
コ
ア
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

で
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
が
総
合
23
位

タ
イ
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ト
ン

ブ
リ
校
が
54
位
タ
イ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す

る
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
は
多
く
の

日
本
の
大
学
と
連
携
し
て
お
り
、
千
葉

大
学
が
同
大
学
に
バ
ン
コ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
置
し
た
り
、
関
西
医
科
大
学
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
臨
床
病
理
検
討
会
を
実

施
し
、
両
国
の
学
生
が
症
例
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
大
学
と
の
関
係
づ
く
り
の
一
つ

の
方
策
と
し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
へ
の
参
加
は
有
効
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
ご
と
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
の
で
大

学
の
特
徴
が
出
や
す
く
、
か
つ
、
世
界

的
な
課
題
の
た
め
海
外
の
大
学
と
の
共

通
の
ト
ピ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
か
ら
で

す
。「
エ
ン
ト
リ
ー
時
に
論
文
数
の
規

定
が
な
い
」「
大
学
院
大
学
の
よ
う
に

学
部
を
持
た
な
い
大
学
も
参
加
で
き

る
」「
国
連
が
設
定
し
た
目
標
が
指
標

な
の
で
、
学
内
の
協
力
が
得
や
す
い
」

と
い
う
点
で
も
、
多
く
の
大
学
に
と
っ

て
参
加
し
や
す
い
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

事
実
、
2
0
2
2
年
の
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
は

1
5
0
0
を
超
え
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
の
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
数
約
１
６
０

０
に
迫
る
勢
い
で
す
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら

さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
サ
ミ
ッ
ト
や
ア

ワ
ー
ド
へ
の
参
加
も
お
勧
め
で
す
。

「
T
H
E
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア
」
は
卓
越

し
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る

ア
ワ
ー
ド
で
、
自
薦
が
可
能
。
最
終
選

考
に
残
れ
ば
海
外
へ
の
広
報
に
有
効
で

す
。
２
０
２
１
年
の
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア

で
は
藤
田
医
科
大
学
、関
西
医
科
大
学
、

関
西
学
院
大
学
、
そ
し
て
広
島
大
学
が

最
終
選
考
に
残
り
、
注
目
を
集
め
ま
し

た
【
図
表
９
】。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
海

外
大
学
と
よ
い
関
係
を
築
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【図表8】スコアが伸びている東南アジアの大学【図表9】THEアワードアジア2021 最終選考結果
最終選考に残った大学カテゴリー

リーダーシップ
とマネジメント

芸術の振興

国際戦略

学生支援

学生募集
活動

教育・学習
戦略

テクノロジー
による革新

組織の
活性化

データポイント
メリットアワード

データポイント
ソーシャル
インパクトアワード

＊各カテゴリーの受賞校は赤字表示 ＊

＊【図表4】～【図表9】はTHE公表のデータ、情報に基づき編集部でまとめ

藤田医科大学、アンナジャ国立大学、チュラロンコン大学、ディポ
ネゴロ大学、レバノンイスラム大学、カリンガ産業技術研究所

（KIIT）、ラサール芸術大学、マレーシア・サラワク大学

バスラ大学、北京師範大学（中国文化国際コミュニケーションアカデミー）、
浙江伝媒大学、ハマドビンハリファ大学、香港バプテスト大学、ナコーンラー
チャシーマー・ラーチャパット大学、天津ジュリアード音楽院、温州大学

ビルツァイト大学、香港中文大学、チットカーラ大学、杭州電子科
技大学、キング・ファイサル大学、クルーク大学、上海大学、南方科
技大学

アイルランガ大学、チュラロンコン大学、香港バプテスト大学、マバラ
カット・シティ・カレッジ、マレーシア・プルリス大学、ナコーンラーチャ
シーマー・ラーチャパット大学、南洋理工大学、ペトロナス工科大学

アルマアレファ大学、アルマティ経営大学、ハノイ工科大学、南洋
理工大学、O.P.ジンダル・グローバル大学、上海大学、シューリニ
大学、慈済大学

アイルランガ大学、香港城市大学、ガルフ医科大学、ラホール経営科学
大学、マレーシア・サラワク大学（応用学習およびマルチメディアセン
ター）、経営技術大学、国立中山大学、シンガポール国立大学

香港バプテスト大学、マバラカット・シティ・カレッジ、マラカンド大学、
シンガポール国立大学、国立雲林科技大学、O.P.ジンダル・グ
ローバル大学、蘇州大学、延世大学校

アミティー大学ノイダキャンパス、ディポネゴロ大学、ファイサラバード大
学、キング・ファイサル大学、南洋理工大学（法務・秘書室）、国立東華大
学、O.P.ジンダル・グローバル大学、セントジョセフ大学ベイルート校

関西医科大学、関西学院大学、中南大学、広西大学、イマームア
ブドゥラマンビンファイサル大学、ヨルダン大学、タパー工科大学、
国立ウタラマレーシア大学

広島大学、アブドウラー・ギュル大学、漢陽大学校、スラバヤ工科
大学、慶北大学校、マヒドン大学、国立彰化師範大学、プリンセス・
ヌーラ・アブドゥッラハマーン女子大学、マレーシア科学大学

教育
スコア

研究
スコア

被引用
論文

スコア

産業界
からの収入
スコア

国際性
スコア

マレーシア国民大学

マレーシア工科大学

テナガナショナル大学

バンドン工科大学

チェンマイ大学

ガジャマダ大学

パジャジャラン大学

マレーシア

マレーシア

マレーシア

タイ

マレーシア

インドネシア

タイ

マレーシア

インドネシア

インドネシア

マレーシア

マレーシア

38.1
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17.6
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14.8
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16.3
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72.9

91.0
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35.1
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46.6
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44.4

64.3

62.6

70.2
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29.3
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33.9

27.3
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機関 
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モンクット王工科大学
トンブリ校

国立ウタラ
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項 目 例指 標目 標

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

13

14

15

16

17

11

THE大学インパクトランキング2021指標 THE 大学インパクトランキング2021 結果
▶低所得または低中所得の国と共同執筆された論文の割合など
▶貧困のために経済援助を受けている学生数など
▶低所得層（国内下位20％）出身の学生の受け入れに関する数値目標の有無など
▶地元コミュニティにおける、持続可能なビジネスのスタートアップ企業支援の有無など
▶飢餓の撲滅に関する発表研究論文数など
▶キャンパスの人口1人当たりの食品廃棄総量
▶キャンパスにおいて健康的で手頃な食品を提供しているかなど
▶全卒業者に占める食料の持続可能性に関する内容を含む農業／水産業課程の卒業者の割合
▶地元の農家や食料生産者に対する、持続可能な農業の知識／能力／技術の提供実績など
▶臨床・治療ガイドラインに引用された研究論文の割合など
▶全卒業者に占める医療関連職で活躍する卒業者の割合
▶グローバルレベルまたは地元の健康管理機関との、健康・福祉関連の協力関係の有無など
▶質の高い教育に関する発表研究論文数など
▶全卒業者に占める初等教育教員資格を取得した卒業者の割合
▶企業・政府・自治体向けエグゼクティブ教育プログラムや職業訓練開催実績など
▶学士課程に入学した学生に占めるFirst generation studentの割合
▶女性が著者である研究の割合
▶学士課程に入学した女子学生に占めるFirst generation studentの割合
▶女子・女性の大学への出願・入学・合格・参加を促す施策の有無など
▶FTE（フルタイム当量）上級職アカデミックスタッフに占める女性の割合
▶学士課程の卒業者に占める女子学生の割合（STEM、医学、人文社会科学の領域ごと）
▶女性・トランスジェンダーの人たちに対する無差別施策の有無など
▶清浄水および衛生に関する発表研究論文数など
▶キャンパスの人口１人当たりの水消費量（総量、処理／抽出された水、雨水、再利用／再生処理水）など
▶排水を処理するプロセスの有無、汚染水の流入を防ぐプロセスの有無など
▶水の再利用政策の有無、水の再利用量の測定、追跡
▶キャンパス外の水の保全を支援する取り組みの有無など
▶入手可能でクリーンなエネルギーに関する発表研究論文数など
▶二酸化炭素排出量管理と同排出量削減のプロセスの有無など
▶大学の建物の床面積あたりのエネルギーの消費量
▶地元に対する、エネルギー効率とクリーンエネルギーの重要性を学ぶプログラムの提供実績など
▶適正な仕事および経済成長に関する発表研究論文数など
▶賃金水準の男女平等性を測定・追跡しているかなど
▶総支出を被雇用者数で割った数値
▶全学生に占める開講科目の一部としての１か月以上のワークプレイスメント＊経験がある学生の割合
▶全被雇用者に占める２年以上の雇用契約がある被雇用者の割合
▶産業、革新、インフラストラクチャーに関する発表研究論文数
▶大学の研究を引用する特許の数
▶自学発祥の知的財産を利用するために設立した登記企業の数
▶学問領域ごとのアカデミックスタッフ数当たりの学問領域ごとの研究費収入
▶不平等の削減に関する発表研究論文数など
▶学士課程に入学した学生に占めるFirst generation studentの割合
▶全学生に占める発展途上国出身の外国人学生の割合
▶全学生に占める障害を持つ学生の割合
▶全被雇用者に占める障害を持つ被雇用者の割合
▶差別のない入学政策、または適切な積極的差別による入学政策の公開状況など
▶持続可能な都市・コミュニティに関する発表研究論文数など
▶図書館の一般公開状況、学内のオープンスペースや緑地の一般公開状況など
▶総支出に占める地元の文化・自然遺産に対する支出の割合
▶学内における歩行者優先権の有無、持続可能基準にのっとった建築実績の有無など
▶責任ある消費・生産に関する発表研究論文数など
▶プラスチック利用最小化政策の有無、使い捨て物品利用最小化政策の有無など
▶排出している廃棄物量に占めるリサイクルしている廃棄物量、埋め立てに回された廃棄物量の割合
▶サステナビリティレポートの発行頻度
▶気候変動に関する発表研究論文数など
▶総エネルギー消費量に占める低炭素エネルギー源のエネルギー消費量の割合
▶気候変動対策計画を作成し、地元の自治体やコミュニティ団体と共有する取り組みの有無など
▶カーボンニュートラルを達成する誓約の期限目標の有無・達成の日付
▶海洋と海洋資源に関する発表研究論文数など
▶地域または国レベルのコミュニティに対する、淡水生態系に関する教育プログラムの提供実績など
▶生態系と生物多様性を維持および拡張するための取り組み実績など
▶排水に関する水質基準とガイドラインの有無など
▶自学が関わる水界生態系の生物学的変化を最小限に抑える計画の有無など
▶陸上生態系に関する発表研究論文数など
▶土地の保全と持続可能な利用の促進を目的としたイベントの支援／開催実績など
▶自学が関わる陸上生態系の保全、修復、持続可能な利用を確実にするための政策の有無など
▶キャンパスのプラスチック廃棄物を削減するための行動計画の有無など
▶平和と公正に関する発表研究論文数など
▶地元のステークホルダーが参加する団体の有無、財務データをオープンデータとして公表しているかなど
▶政府各省庁との協力による、政策に焦点を当てた研究の請け負い実績など
▶全卒業者に占める法学および公的サービスに関する課程の卒業者の割合
▶低所得または低中所得の国と共同執筆された発表の割合など
▶政府のSDGs政策策定に対する直接関与もしくはアドバイス提供の実績など
▶SDGsの各指標に関するレポ―トの公開状況など
▶SDGsに関する教育の提供状況（提供している範囲、エビデンスなど）

貧困

飢餓

保健

教育

ジェンダー

水・衛生

エネルギー

成長・雇用

イノベーション

不平等

都市

生産・消費

気候変動

海洋資源

陸上資源

平和

実施手段

貧困に関する研究
貧困のために財政的援助を受けている学生の割合
貧困対策プログラム
コミュニティのための貧困対策プログラム
飢餓に関する研究
キャンパスにおける食品廃棄
学生の飢餓
サステナビリティの側面を含む農業／水産業に従事する卒業生の割合
国レベルにおける飢餓
健康と福祉に関する研究
医療関連職で活躍する卒業者
協力関係と健康サービス
幼少期の教育および生涯学習教育に関する研究
初等教育教員資格を取得した卒業者数
生涯教育機会の提供
First generation student（親族の中で初めて高等教育を受ける学生）の割合
ジェンダーの平等に関する研究
女子のFirst generation student（親族の中で初めて高等教育を受ける学生）の割合
アクセス指標
上級職アカデミックスタッフに占める女性の割合
学位を取得した女子の割合
向上政策
水に関する研究
１人当たりの水消費量
水の使用と配慮
水の再利用
コミュニティにおける水
クリーンエネルギーに関する研究
自学による対策措置
エネルギー消費密度
エネルギーとコミュニティ
経済成長と雇用に関する研究
雇用慣行
被雇用者1人当たりの支出
ワークプレイスメント（インターンシップや実習等の就業体験を行う取り組み）
雇用保障
産業、革新、インフラストラクチャーに関する研究
大学の研究を引用する特許
スピンオフ企業
産業界からの収入
不平等の削減に関する研究
First generation student（親族の中で初めて高等教育を受ける学生）の割合
発展途上国出身の外国人学生の割合
障害を持つ学生の割合
障害を持つ被雇用者の割合
差別への対策
持続可能な都市およびコミュニティに関する研究
芸術と遺産の支援
地元の文化・自然遺産に対する支出
持続可能な実践行動
責任ある消費・生産に関する研究
運営上の対策
リサイクルされた廃棄物の割合
サステナビリティレポートの発行
気候変動に関する研究
低炭素エネルギー消費量
災害対策を含む環境教育
カーボンニュートラルな大学としての誓約
海洋と海洋資源に関する研究
教育を通して水界生態系を支える
水界生態系を支える実践行動
水を意識した廃棄物処理
地元の生態系の維持
陸上生態系に関する研究
教育を通して陸上生態系を支える
陸上生態系を支える実践行動
土壌を意識した廃棄物処理
平和と公正に関する研究
ガバナンス基準
地元・地域自治体、国家政府（その他）との連携
法学および公的サービスにまつわるコースの卒業者
目標のためのパートナーシップに関する研究
NGO、国家・地方政府との連携
SDGレポートの発行
SDGsのための教育

貧困
飢餓
保健
教育
ジェンダー
水・衛生

貧困をなくそう
飢餓をゼロに
すべての人に健康と福祉を
質の高い教育をみんなに
ジェンダー平等を実現しよう
安全な水とトイレを世界中に

SDG 7
SDG 8
SDG 9
SDG10
SDG11
SDG12

エネルギー
成長・雇用
イノベーション
不平等
都市
生産・消費

エネルギーをみんなにそしてクリーンに
働きがいも経済成長も
産業と技術革新の基盤をつくろう
人や国の不平等をなくそう
住み続けられるまちづくりを
つくる責任 つかう責任

SDG13
SDG14
SDG15
SDG16
SDG17

気候変動
海洋資源
陸上資源
平和
実施手段

気候変動に具体的な対策を
海の豊かさを守ろう
陸の豊かさも守ろう
平和と公正をすべての人に
パートナーシップで目標を達成しよう

データ提供 ： Times Higher Education（THE）
＊総合はトップ20、各SDGはトップ10および日本の大学の上位ランクイン大学を抜粋
＊同順位の場合は、原則として英文表記の大学名のアルファベット順に掲載しています   
＊「＝」 ： 同順位の大学あり   

総合ランキング

マンチェスター大学
シドニー大学
ロイヤルメルボルン工科大学
ラ・トローブ大学
クイーンズ大学
オールボー大学
ウーロンゴン大学
アイルランド国立大学コーク校
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
オークランド大学
キングス・カレッジ・ロンドン
ニューカッスル大学
ブリティッシュコロンビア大学
マクマスター大学
ニューカッスル大学
リーズ大学
西シドニー大学
モナシュ大学
レスター大学
ボローニャ大学
広島大学／北海道大学／
京都大学／岡山大学／
東北大学／東京大学／
筑波大学

イギリス
オーストラリア
オーストラリア
オーストラリア
カナダ

デンマーク
オーストラリア
アイルランド
アメリカ

ニュージーランド
イギリス

オーストラリア
カナダ
カナダ
イギリス
イギリス

オーストラリア
オーストラリア
イギリス
イタリア

日本

1
2
3
4
5
=6
=6
8
=9
=9
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

101‒200

順位 機関 国

SDG1

クイーンズ大学
南フロリダ大学タンパキャンパス
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
ヨハネスブルグ大学
フロリダ国際大学
ハサヌディン大学
リーズ大学
サンパウロ大学
ウェスタン大学
エクセター大学
サセックス大学

京都大学
広島大学
筑波大学

カナダ
アメリカ
アメリカ

南アフリカ
アメリカ

インドネシア
イギリス
ブラジル
カナダ
イギリス
イギリス

日本
日本
日本

1
2
3
4
5
6
7

＝8
＝8

＝10
＝10

29
79

＝85

順位 機関 国

SDG2

メトロポリタナ自治大学
クイーンズ大学
コインブラ大学
ミシガン州立大学
サンパウロ大学
ナバーラ州立大学
ボゴール農科大学
アスワン大学
ウェスタン大学
オクラホマ州立大学

北海道大学
京都大学
広島大学
東京大学
東京農業大学
神戸大学

メキシコ
カナダ

ポルトガル
アメリカ
ブラジル
スペイン

インドネシア
エジプト
カナダ
アメリカ

日本
日本
日本
日本
日本
日本

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

15
56

＝72
＝77

79
99

順位 機関 国

SDG3

オレゴン健康科学大学
オーストラリアン・カソリック大学
アイルランド王立外科医学院
マクマスター大学
ラ・トローブ大学
イラン医療科学大学
マヒドン大学
オークランド大学
ジェームズクック大学
高雄医学大学
センメルワイス大学

獨協医科大学
藤田医科大学
徳島大学
順天堂大学
岡山大学

アメリカ
オーストラリア
アイルランド

カナダ
オーストラリア

イラン
タイ

ニュージーランド
オーストラリア

台湾
ハンガリー

日本
日本
日本
日本
日本

1
2

＝2
4
5
6
7
8
9

＝10
＝10

26
49

＝67
＝72
＝90

順位 機関 国

SDG4

オールボー大学
イラン医療科学大学
嶺南大学
ヨーテボリ大学
アムリタ大学
キャンベラ大学
ボローニャ大学
プレハーノフ経済大学
アルタイ州立大学
バルセロナ大学
ハエン大学

総合研究大学院大学／広島大学

デンマーク
イラン
香港

スウェーデン
インド

オーストラリア
イタリア
ロシア
ロシア

スペイン
スペイン

日本

1
2
3
4

＝5
＝5

7
8
9

＝10
＝10

301‒400

順位 機関 国

SDG5

プリンセス・ヌーラ・ビント・アブドゥッラ・ハマーン女子大学
ラ・トローブ大学
西シドニー大学
チャールズ・ダーウィン大学
グラスゴー・カレドニアン大学
トリニティ・カレッジ・ダブリン
ラホール女子大学
アムリタ大学
ウースター大学
モナシュ大学

広島大学

サウジアラビア
オーストラリア
オーストラリア
オーストラリア

イギリス
アイルランド
パキスタン

インド
イギリス

オーストラリア

日本

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

301‒400

順位 機関 国

SDG6

シドニー大学
オールボー大学
ウーロンゴン大学
マッセイ大学
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
アイルランド国立大学コーク校
テルコム大学
ニュー・サウス・ウェールズ大学
南フロリダ大学タンパキャンパス
リーズ大学

広島大学
東北大学
筑波大学
大阪府立大学

オーストラリア
デンマーク

オーストラリア
ニュージーランド

アメリカ
アイルランド
インドネシア
オーストラリア

アメリカ
イギリス

日本
日本
日本
日本

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

64
＝91

94
＝99

順位 機関 国

SDG7

モンクット王工科大学トンブリ校
バッファロー大学
ニューカッスル大学
ポンティフィシア・コミージャス大学
ハエン大学
クイーンズランド工科大学
サンパウロ大学
モナシュ大学
イブン・トファイル大学
ウーロンゴン大学

東北大学

タイ
アメリカ

オーストラリア
スペイン
スペイン

オーストラリア
ブラジル

オーストラリア
モロッコ

オーストラリア

日本

1
2
3
4

＝5
＝5
7
8

＝9
＝9

101-200

順位 機関 国

SDG8

ヨハネスブルグ大学
ラ・トローブ大学
ウーロンゴン大学
サリー大学
ロイヤルメルボルン工科大学
オークランド工科大学
イースト・アングリア大学
シドニー大学
オークランド大学
モナシュ大学

広島大学／京都大学／
東北大学

南アフリカ
オーストラリア
オーストラリア

イギリス
オーストラリア
ニュージーランド
イギリス

オーストラリア
ニュージーランド
オーストラリア

日本

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

101‒200

順位 機関 国

SDG9

ブリティッシュコロンビア大学
デルフト工科大学
ミュンヘン工科大学
トロント大学
国立成功大学
漢陽大学校
ノースカロライナ州立大学
PSL研究大学
東北大学
延世大学校ソウルキャンパス

京都大学
名古屋大学
東京大学
大阪大学
筑波大学
広島大学
北海道大学
慶應義塾大学

カナダ
オランダ
ドイツ
カナダ
台湾
韓国

アメリカ
フランス

日本
韓国

日本
日本
日本
日本
日本
日本
日本
日本

＝1
＝1
＝1
＝1

5
＝6
＝6
＝6
＝9
＝9

＝16
＝24
＝28
＝34
＝37

46
47

＝51

順位 機関 国

SDG10

キャンベラ大学
ロイヤルメルボルン工科大学
キング・アブドゥルアズィーズ大学
西シドニー大学
キール大学
南デンマーク大学
インディアナ大学 - パーデュー大学 インディアナポリス校
ウーロンゴン大学
リーズ大学
マサチューセッツ工科大学

京都大学

オーストラリア
オーストラリア
サウジアラビア
オーストラリア

イギリス
デンマーク
アメリカ

オーストラリア
イギリス
アメリカ

日本

1
2
3
4
5
6

＝7
＝7

9
10

101-200

順位 機関 国

SDG11

マンチェスター大学
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
モナシュ大学
シドニー大学
ブリティッシュコロンビア大学
キングス・カレッジ・ロンドン
サイモンフレーザー大学
クイーンズ大学
リーズ大学
リムリック大学

千葉大学／愛媛大学／
広島大学／北海道大学／
慶應義塾大学／岡山大学／
大阪大学／立命館大学／
筑波大学／早稲田大学

イギリス
アメリカ

オーストラリア
オーストラリア

カナダ
イギリス
カナダ
カナダ
イギリス

アイルランド

日本

1
2
3
4
5

＝6
＝6

8
9

10

101-200

順位 機関 国

SDG12

マンチェスター大学
ニューカッスル大学
アイルランド国立大学コーク校
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
マンチェスター・メトロポリタン大学
ブリティッシュコロンビア大学
ストラスクライド大学
ボーンマス大学
ウーロンゴン大学
グラスゴー・カレドニアン大学
西シドニー大学

京都大学
東北大学
広島大学

イギリス
イギリス

アイルランド
アメリカ
イギリス
カナダ
イギリス
イギリス

オーストラリア
イギリス

オーストラリア

日本
日本
日本

1
2
3

＝4
＝4

6
7
8
9

＝10
＝10

78
94
96

順位 機関 国

SDG13

バッファロー大学
エルチェ・ミゲル・エルナンデス大学
ブリティッシュコロンビア大学
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
ポンティフィシア・コミージャス大学
ダンディー大学
スウェーデン王立工科大学
サイモンフレーザー大学
タスマニア大学
ラッペーンランタ工科大学

東北大学

アメリカ
スペイン
カナダ
アメリカ
スペイン
イギリス

スウェーデン
カナダ

オーストラリア
フィンランド

日本

1
2
3
4

＝5
＝5
＝7
＝7

9
10

32

順位 機関 国

SDG14

プリマス大学
マンチェスター大学
サンシャインコースト大学
アイルランド国立大学コーク校
ブリティッシュコロンビア大学
クイーンズ大学ベルファスト
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
ハサヌディン大学
チュラロンコン大学
南フロリダ大学タンパキャンパス

京都大学
北海道大学
神戸大学

イギリス
イギリス

オーストラリア
アイルランド

カナダ
イギリス
アメリカ

インドネシア
タイ

アメリカ

日本
日本
日本

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

＝62
82
93

順位 機関 国

SDG15

ラ・トローブ大学
シドニー大学
アイルランド国立大学コーク校
レスター大学
サンシャインコースト大学
クイーンズ大学
ブリティッシュコロンビア大学
レイクヘッド大学
ウーロンゴン大学
チュラロンコン大学

筑波大学
北海道大学
京都大学

オーストラリア
オーストラリア
アイルランド

イギリス
オーストラリア

カナダ
カナダ
カナダ

オーストラリア
タイ

日本
日本
日本

1
2
3
4
5
6
7

＝8
＝8
10

83
94
98

順位 機関 国

SDG16

クイーンズ大学
アメリカン大学
ボローニャ大学
キングス・カレッジ・ロンドン
サイモンフレーザー大学
オークランド大学
インディアナ大学 - パーデュー大学 インディアナポリス校
マレーシア科学大学
オタワ大学
ノーサンブリア大学
ビクトリア大学

京都大学

カナダ
アメリカ
イタリア
イギリス
カナダ

ニュージーランド
アメリカ

マレーシア
カナダ
イギリス

オーストラリア

日本

1
2
3
4
5
6
7
8
9

＝10
＝10

＝92

順位 機関 国

SDG17

ニューカッスル大学
リーズ大学
ロイヤルメルボルン工科大学
ベイルート・アメリカン大学
グリフィス大学
西シドニー大学
スウェーデン王立工科大学
レスター大学
プリマス大学
キングス・カレッジ・ロンドン

筑波大学

オーストラリア
イギリス

オーストラリア
レバノン

オーストラリア
オーストラリア
スウェーデン

イギリス
イギリス
イギリス

日本

1
2
3
4

＝5
＝5

7
8
9

10

97

順位 機関 国

SDG 1
SDG 2
SDG 3
SDG 4
SDG 5
SDG 6

貧困

飢餓

保健

教育

ジェンダー

水・衛生

エネルギー

成長・雇用

イノベーション

不平等

都市

生産・消費

気候変動

海洋資源

陸上資源

平和

実施手段

＊ 学生が報酬を受け取りながら企業で就業体験を行うしくみ



特集  グローバル人材育成のこれから

▶学部生・大学院生「全員留学」 ▶より充実した「全員留学」の再開

AFTERコロナ

全ての学生に在学中１回以上の海外留学を義務付け。
学部生には８０以上の多様なプログラムを提供。

▶どこでも学べるスマート・ラーニング

▶大学院に総合国際学位プログラム
　を設置

留年などの不安がなく留学できるよう、ICTを活用した学習
環境を整備し、留学中でも必要に応じて千葉大学の科目履
修を継続できるしくみを構築。

▶ハイブリッド型、ハイフレックス型の
　授業や留学の展開

▶学部にも国際的な課題を体系的に
　学ぶ履修パッケージを整備

国際的な社会課題に対して文理混合で自律的に研究に
取り組むしくみ。

スマート・ラーニングを進化させ、留学や授業でハイブリッド型、
ハイフレックス型のオンライン併用に着手。

コロナ禍で実施したオンライン留学の内容を利用し、実留学
へ展開。さらにオンラインでしかできない国への留学も存続。

例えば「移民・難民」という課題では、国際政治学等に加え、移民・難民
の健康や教育をカバーする科目も合わせてパッケージ化する、など。

BEFOREコロナ

取材・文／本間学　撮影／亀井宏昭

　
本
学
は
、2
0
2
0
年
度
よ
り
学
部
・

大
学
院
生
の
全
員
留
学
を
め
ざ
す
「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
＊
E
N
G
I
N
E
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は

2
0
1
6
年
に
設
置
し
た
国
際
教
養
学

部
を
中
心
に
取
り
組
み
、
成
果
が
出
つ

つ
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
戦
略
を

全
学
に
拡
大
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
が
想
定
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
は
課
題
解
決
型
の
人
材
で
す
。
近

年
、
世
界
規
模
の
環
境
問
題
や
移
民
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
顕

在
化
し
て
お
り
、
国
と
い
う
枠
組
み
を

越
え
た
協
働
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
時
代
に
は
、
既
存
の
学

問
分
野
か
ら
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

の
で
は
な
く
、
現
実
の
イ
シ
ュ
ー
か
ら

出
発
し
て
解
決
策
を
考
え
て
い
け
る
人

間
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
本
学
で

は
、
文
理
を
問
わ
な
い
広
範
な
知
識
と

視
点
を
育
む
「
文
理
混
合
型
の
教
育
」、

現
実
の
課
題
に
対
し
て
実
践
し
な
が
ら

解
決
策
を
探
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
」、
社
会
貢
献
や
社
会
実
装
を
見

据
え
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
３
点
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
柱

に
据
え
ま
し
た
。
留
学
は
こ
れ
ら
を
加

速
さ
せ
る
し
く
み
の
一
つ
で
あ
り
、
留

学
そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
開
始
初
年
度
の
２
０
２
０
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
海
外
派
遣
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
元
々
構
築

し
て
い
た
、
病
気
等
で
海
外
留
学
に
行

け
な
い
学
生
や
留
学
中
の
学
生
で
も
本

学
の
科
目
を
履
修
で
き
る
ス
マ
ー
ト
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
し
く
み
を
応
用
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

対
応
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
秋
か
ら
は
学
生
の
海
外

派
遣
を
再
開
し
ま
し
た
。
今
は
リ
ア
ル

留
学
／
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
二
者
択
一

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
留
学
に

お
い
て
も
、
対
面
と
メ
デ
ィ
ア
授
業
を

併
用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
、
あ
る
い

は
同
じ
授
業
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

双
方
で
受
講
で
き
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス

型
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
留
学
の
本
来
の
狙

い
は
、
海
外
に
身
を
置
き
社
会
的
な
体

験
か
ら
気
づ
き
を
得
る
こ
と
。
現
地
留

学
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
得
難
い
体
験

も
間
違
い
な
く
あ
る
の
で
、
今
後
も
現

地
留
学
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
だ
け
で
な
く
、
研
究
で

も
文
理
混
合
を
促
進
す
べ
く
、
大
学
院

に
「
総
合
国
際
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

設
置
し
ま
し
た
。「
移
民
・
難
民
研
究
」

「
科
学
技
術
社
会
論
」「
環
境
科
学
」
を

そ
れ
ぞ
れ
学
修
し
つ
つ
、
学
生
自
身
が

自
律
的
に
研
究
計
画
を
立
案
す
る
セ
ル

フ
・
デ
ザ
イ
ン
ド
・
メ
ジ
ャ
ー
と
い
う

し
く
み
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
学
部

生
も
留
学
等
を
通
じ
て
自
分
で
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
履
修
科
目
を
設
計

で
き
る
の
が
理
想
で
す
が
、
そ
こ
ま
で

は
な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
典
型
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー

を
体
系
的
に
学
修
で
き
る
履
修
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
用
意
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
E
N
G
I
N
E
の
構
想
段
階
で
は
、

学
内
か
ら
「
受
験
生
に
敬
遠
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
出
ま
し

た
が
、
受
験
生
が
減
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
逆
に
「
全
員
留
学
」
を

宣
言
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は
高
校

生
が
そ
れ
を
前
提
に
入
学
し
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
入
学

者
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
留
学
支
援

の
取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

2020年度入学者より学部生および大学院生全員の海外留学を義務付けた千葉大学。
同大学の考えるグローバル人材像と、それを育成するための教育の工夫について聞く。

おざわひろあき●1987年東京大学大学院社会学
研究科国際関係論専門課程博士課程単位取得退
学。1996年千葉大学文学部助教授、2003年同教
授を経て2016年より国際教養学部長。2014年より
現職。専門は歴史学、国際関係論。

小澤 弘明
副学長（教育改革）

千葉大学

課題解決型のグローバル人材育成
→オンラインを併用した「全員留学」の実現

2022 1-225 2022 1-2 24

学生数／約13700人
学部／国際教養、文、法政経、教育、理、工、園芸、医、薬、看護
大学院／人文公共学府、教育学研究科、融合理工学府、園芸学研究科、医学薬学府、看護学研究科、総合国際学位プログラム
THE世界大学ランキング2022／1001-1200位、同インパクトランキング2021／401-600位、
同アジアランキング2021／251-300位、

グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
人
材
を
育
成

ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型
等
の

新
た
な
留
学
の
形
を
模
索

現地留学に迫る体験を提供するオンライン留学プログラム
　コロナ禍で海外渡航が制限される中、留学の緊急代替措置として注目を集
めた「オンライン留学」。千葉大学でもイギリス・ヨーク大学と協働してプログラ
ムを進めている。
　同大学が実施したオンライン留学は英語研修やテーマ学修だけでなく、文
化体験や授業外活動を含めたプログラムを組んだのが特徴。ヨーク市内の
バーチャルツアーや、SNS等を活用したイベントへの参加、オンラインによるホ
ストファミリーとの交流など、学修以外の体験も充実させている。小澤副学長
は「オンラインであっても、リアルな留学で体験できることに可能な限り近づけ
たかった」と話す。実際に参加した学生からは、「期待していたよりもさまざまな
ことが学べ、現地の人との交流も楽しかった。実際に渡航したいと思った」「英
語での講義を受けるだけでなく、ディスカッションやプレゼンテーション、エッセイ
の提出などの機会があり、よい経験になった」という声も聞かれ、とても好評
だったという。
　同大学が2021年８月～９月に実施したオンライン留学プログラムの数は
24。実施国は欧米のほか、パナマ、エクアドル、ウガンダなど16か国に上る。こ
れまで距離や治安の問題から渡航が難しかった国との交流も実現できるメリッ
トもあり、オンラインしかできない留学を存続させていく考えだ。

▶現地派遣+オンライン授業も交えたハイブリッド型およびハイフレックス型の
　留学システムの構築
▶学部生向けのグローバルイシューを体系的に学ぶ履修プログラムの検討

CASE STUDY

ポストコロナに向けての取り組み

注目
！

＊ Enhanced Network for Global Innovative Education

ヨーク大学とのプログラム例（1週目）

Welcome &Orientation
Language and Culture 1: Understanding Britain月

火

水

木

金

Introduction to Research Project
Virtual Tour of York
Social Event

Research Project: Writing Questions
Academic Skills 1
International Communication Session

Language and Culture 2 : Introduction to Harry Potter
Architecture of York1
Social Event

Research Project: Creating a Website
Weekly Wrap

Meeting with Host Families
Preparing for Research Project
(asynchronous)

土
・
日



特集  グローバル人材育成のこれから

▶アウトバウンド施策の整備 ▶留学支援へのオンライン活用

AFTERコロナ

▶インバウンドの強化

BEFOREコロナ

外国語学部の全員留学制度、経済学部国際経済学科の
東南アジアでの研修制度など、海外留学を推奨。

「留学生１０００人計画」を遂行。日本に近く、著しい成長を
遂げていながら、日本人にとってまだ身近になっていない中
国や東南アジアからの留学生を中心に受け入れを拡大し、
キャンパスの多様なグローバル化を推進。

▶国際交流の質の向上
国際学生寮の増設など、受け入れ拡大のための環境整備
を行いつつ、国際交流施設の利用促進を図るなど、日本人
学生との交流、協働による相乗効果を高め、語学力向上や
異文化理解を深める施策を展開。

現地留学の再開を基本とするが、オンライン活用も継続。海
外協定校とのオンラインプログラムを実施。

▶国際交流の日常化 ▶日常的な国際交流を止めない
留学生の受け入れ拡大、Telaco設置などにより、キャンパ
ス内の国際交流を進めた。

安全に配慮したうえで対面での交流機会を確保し、施設の
利用も継続。オンラインでの交流機会も多数設ける。

取材・文／児山雄介　撮影／荒川潤

　「
実
学
」「
国
際
性
」「
開
放
性
」
の

教
育
指
針
が
示
す
よ
う
に
、
本
学
は
開

学
以
来
、
異
文
化
理
解
の
学
修
・
体
験

を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
８
０
年

代
は
研
究
面
で
の
国
際
交
流
を
進
め
、

１
９
９
０
年
代
の
大
学
設
置
基
準
の
大

綱
化
以
降
は
、
教
育
の
国
際
化
を
推
進

す
る
た
め
、
海
外
拠
点
の
設
置
や
、
欧

米
を
中
心
と
し
た
学
生
の
海
外
派
遣
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
が
あ
る
中
、
学

生
が
自
ら
の
指
針
を
定
め
、
将
来
を
切

り
開
く
う
え
で
、
多
様
な
体
験
が
よ
り

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

2
0
1
6
年
の
創
立
50
周
年
に
合
わ
せ

て
、
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
、
中
南
米

を
中
心
に
海
外
派
遣
・
留
学
生
の
受
け

入
れ
を
強
化
し
、
多
様
性
の
向
上
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０

１
０
年
度
に
約
５
０
０
人
だ
っ
た
留
学

生
は
、
２
０
２
０
年
度
に
は
１
０
０
０

人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
国
際

交
流
の
活
性
化
に
も
、
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
背
負
う
人
材
を
育
成
す

る
に
は
、
留
学
す
る
・
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
外
国
人
と
〝
普
通
〞
に
交
流

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
互
い
の

文
化
を
学
ぶ
こ
と
は
、
多
様
性
の
理
解

と
同
時
に
共
通
の
倫
理
基
盤
を
形
成

し
、
国
境
や
文
化
の
違
い
を
越
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
大
い
に
役
立

つ
か
ら
で
す
。
学
部
生
の
と
き
に
文
化

的
な
交
流
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
で
考
え
る
姿
勢
を
身
に
付
け
さ
せ
た

い
。
そ
の
思
い
で
、
２
０
１
６
年
に
語

学
学
習
専
用
施
設 

   ＊1
　「Telaco

」
を
、

２
０
２
１
年
４
月
に
は
日
本
人
学
生

と
留
学
生
の
交
流
施
設
「O

U
CH

I 
CO

M
M

O
N

S

」
を
八
王
子
キ
ャ
ン
パ

ス
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設

で
は
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
お
互

い
に
学
び
合
う
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
渡
航
制
限
で
海
外

派
遣
は
止
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
交
流
は
可
能
な

限
り
継
続
し
ま
し
た
。
約
８
０
０
人
の

留
学
生
が
日
本
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
２
０
２
０
年
６
月
よ
り
段

階
的
に
対
面
授
業
を
再
開
し
て
か
ら

は
、
交
流
施
設
も
で
き
る
限
り
開
場
し

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
英
会
話
の

練
習
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
積
極
的
に

交
流
機
会
の
創
出
を
図
り
、
国
際
交
流

の
勢
い
を
止
め
な
い
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
体

験
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
生
か
す
べ
く
、 

   ＊2
　国
際
化
推
進
室
や
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
国
際
部
門
と
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
取

り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
例
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。

　
一
方
、
留
学
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
行
っ
て
い

ま
す
。
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
日
本

が
活
力
を
維
持
す
る
に
は
、
外
国
人
の

受
け
入
れ
、
共
生
は
不
可
欠
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
教
育
機
関
で
あ
ろ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
外
国
人
が
日
本
社
会
に
な

じ
め
る
よ
う
に
「
橋
渡
し
」
す
る
こ
と

も
、
大
学
の
責
務
で
し
ょ
う
。

　
２
０
２
２
年
の
４
月
に
は
、
日
本
人

学
生
１
０
０
人
、
留
学
生
50
人
の
学
生

か
ら
成
る
外
国
語
学
部
国
際
日
本
学
科

が
誕
生
し
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
軸

は
、
両
者
の
協
働
学
修
で
す
。
学
内
の

「
日
常
的
な
交
流
」
が
、
よ
り
一
層
活

性
化
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

２万人超の学生を抱える総合大学が、より多くの学生にグローバル体験を提供すべく
動き出している。留学生との交流を「普通のこと」にするための仕掛けとは。

おきながよしひと●1996年慶應義塾大学理工学
部を卒業後、同大学大学院理工学研究科機械工学
専攻修士課程修了。学校法人冲永学園理事長などを
経て、2002年学校法人帝京大学理事長、帝京大学
学長に就任。2009年帝京大学短期大学学長。

冲永 佳史
理事長 学長

帝京大学

キャリア形成につながるグローバル化
→国内キャンパスでの“普通”の国際交流を推進

2022 1-227 2022 1-2 26

学生数／約22200人
学部／医、薬、経済、法、文、外国語、教育、理工、医療技術、福岡医療技術
大学院／医学、薬学、経済学、法学、文学、外国語、理工学、医療技術学、保健学、教職、公衆衛生学
THE世界大学ランキング2022／801-1000位、同日本版2021／121-130位、同インパクトランキング2021／401-600位

留
学
の
有
無
を
問
わ
な
い

学
部
生
の
国
際
性
向
上

グ
ロ
ー
バ
ル
と
キ
ャ
リ
ア
の

部
署
間
の
連
携
を
強
化

「文化」をキーに、外国人と日本人の交流を活性化
　八王子、宇都宮両キャンパス近辺の各１施設に加え、2022年には八王子
に２つ目の国際学生寮がオープンする帝京大学。３施設で計397人の受け入
れが可能となり、その分、日本人との交流の機会も増えることになる。
　八王子キャンパスにある「Telaco」は、ネイティブ教員が常駐し、楽しみなが
ら語学力向上を図れる施設。ラウンジは留学生と気楽に話せる交流スペース
になっている。さまざまな国の料理をつくりながら交流し、料理を通じて文化を
学ぶ工夫をしており、利用者数は年間延べ２万人に上る。
　他方、2021年に同キャンパスにオープンした「OUCHI COMMONS」（オ
ウチコモンズ）は、日本人学生と留学生の交流スペース。コンシェルジュ（受
付）として留学生と日本人学生を配置し、交流促進のきっかけとしている。日本
家屋をコンセプトとしたフロア内には、畳の「茶室エリア」や掘りごたつ風の

「縁側エリア」があり、交流しながらくつろげる造りになっている。多数開かれて
いるイベントの中には、日本語による交流のほか、日本文化を体験できる「日本
語ラウンジ」もあり、英語に自信がない学生でも留学生と触れ合える。
　「留学先として本学を選んでもらうには、おもしろいことをやっている大学だと
思ってもらうことが一番。単に日本“で”学ぶのではなく、日本人学生と刺激を与
え合いながら日本“を”学ぶ大学だと知ってほしい」と冲永学長は語る。

▶留学支援や留学生との交流に、オンラインを活用
▶コロナ禍前に1000人を突破した留学生の数と質を維持
▶コロナ禍前から推進してきた、国内のキャンパスにおける国際交流の勢いを止めない

CASE STUDY

ポストコロナに向けての取り組み

注目
！

＊１ Teikyo Language Commons （テラコ）
＊２ 2021年４月に学長直下に設置。主にキャンパスごとに行われているグローバル施策を束ね、トップによるグローバル化の方針を学内に発信する役割を持つ

▶「 茶室エリア」や
「縁側エリア」で、留
学 生が日本 文 化を
体感できるOUCHI 
COMMONS。

▶国際学生寮では、日本人学
生のレジデント・アシスタントの
企画でさまざまな交流イベントが
開かれる。

◀Telacoに設けられた「World 
Kitchen」は、料理を通じて国際
交流を図るスペース。



特集  グローバル人材育成のこれから

▶１年次に北米へセメスター留学 ▶オンラインを活用して１年次の
　セメスター留学を維持

AFTERコロナ

1年次秋学期にアメリカもしくはカナダへ留学し、現地のELS
で他国の学生と徹底的に英語の力を磨く。

▶複数の専門分野、言語、文化を学ぶ
　プログラムの実施

▶国際学部の完成年度に合わせて
　研究科の再編を検討

選抜制Honors Program（複数専攻制）、２言語習得プログ
ラムなどを導入し、多様な社会で活躍できる力を育成。

▶コロナ禍にかかわらず、
　高度な専門教育を推進
　

▶大学院の再編に加え、高校との連携
　を強化

国際機関等で活躍できる人材の育成をめざし、人文社会科学
系統の研究科の再編に着手。

２年次以降の分野横断的な学修、複言語・複文化の習得は
引き続き推進する。

2020、2021年度はマレーシアのELSとつないだオンライン
留学を実施。希望者に後日、現地留学プログラムを用意。

グローバル教育に力を入れる近隣の高校と連携し、教育面で
の高大接続を検討。

BEFOREコロナ

取材・文／本間学　撮影／鈴木暁彦

　
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

は
、
語
学
力
に
加
え
て
「
そ
の
語
学
で

何
を
語
る
の
か
」
に
対
す
る
教
育
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
2
0
2
0
年

度
に
国
際
教
養
学
部
、
国
際
英
語
学
部

を
改
組
し
て
設
置
し
た
国
際
学
部
で

は
、
英
語
運
用
能
力
に
加
え
、
深
い
教

養
と
高
度
な
専
門
性
を
身
に
付
け
ら
れ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
重
視
し
つ
つ
、
複
数

専
攻
制
で
幅
広
い
専
門
性
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
卒
業
所

要
単
位
を
1
4
0
単
位
と
多
く
し
て
い

る
の
も
、
そ
れ
だ
け
多
様
な
学
修
を
求

め
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。

　
国
際
学
部
の
学
生
は
２
年
次
か
ら
専

門
コ
ー
ス
に
所
属
し
、
英
語
に
よ
る
授

業
も
受
け
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
１
年
次
春
学
期
で
英
語
力
を
徹

底
的
に
鍛
え
、
秋
学
期
で
北
米
へ
の
セ

メ
ス
タ
ー
留
学
を
必
須
と
し
ま
し
た
。

留
学
中
は
現
地
の
E
L
S
で
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
学
生
と
共
に
学
び
ま
す
。
こ
れ

は
英
語
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
文
化
を
肌
で
感
じ
、
必
死
に
勉
強
す

る
海
外
学
生
の
姿
か
ら
刺
激
を
受
け
て

ほ
し
い
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
開
設
初
年
度
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
現
地
派
遣
を
見
送
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
留
学
に
置
き
換
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
E
L
S
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
学
修
す
る
も
の

で
、
内
容
は
現
地
留
学
と
同
様
で
す
。

た
だ
し
、
英
語
の
授
業
を
受
け
る
だ
け

で
は
異
文
化
交
流
の
機
会
が
不
足
す
る

た
め
、
現
地
学
生
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
学
生
は
現
地
留
学
を
希
望
し
て
本

学
に
入
学
を
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
希
望
者
向
け
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
た
ま
ま

で
あ
れ
ば
、
2
0
2
2
年
２
月
か
ら
学

生
を
送
り
出
す
予
定
で
す
。

　
今
回
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
導
入
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
で
す
が
、
国
際
学
部

以
外
の
学
生
も
利
用
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
残
す
こ
と
を
検
討
中
で
す
。

留
学
前
の
事
前
研
修
と
し
て
の
疑
似
留

学
体
験
や
、
留
学
後
の
英
語
力
維
持
の

た
め
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
費
用

的
に
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
で
、
留
学

2020年４月に既存の国際系学部を改組し留学必須の新学部を設置した中京大学。
これから育成をめざすグローバル人材像と、新たな教育の取り組みについて聞く。

さどうあきひろ●1983年学習院大学法学部卒業。
1989年東京都立大学大学院社会科学研究科政治
学専攻博士課程単位取得。政策研究大学院大学政
策研究プロジェクトセンター助教授、中京大学商学部
教授、総合政策学部教授等を経て2020年より現職。

佐道 明広
国際学部 学部長

中京大学

高校から大学院をつなぐグローバル人材の育成
→語学偏重のグローバル教育からの脱却

2022 1-229 2022 1-2 28

学生数／12400人
学部／文、国際、心理、現代社会、法、総合政策、経済、経営、工、スポーツ科学
大学院／文学、国際英語学、心理学、社会学、法学、経済学、経営学、工学、スポーツ科学
THEインパクトランキング2021／1001＋、同世界大学ランキング日本版2021／131-140位

語
学
力
と
高
度
な
専
門
性
の

両
方
を
育
成

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の

高
大
接
続
の
試
み

学生と教員が相互に理解を深める「オフィスラリー」
　中京大学の国際学部は、国際学科と言語文化学科の２学科体制。高度な
専門性を早期から養うため、学生は1年次に各学科で語学と基礎科目を学修
したうえで、２年次から専修に分かれて専門教育を受け、３年次からゼミに所属
する。学生は１年終了時に希望する専修を、２年終了時に希望するゼミを決め
ることになるが、ミスマッチを防ぐため、学生自らがアポイントを取って研究室を
訪問し、研究内容について直接話を聞く「オフィスラリー」というしくみを設けて
いる。1年生は春学期中に必ず３人以上の教員を、２年生は秋学期中に必ず
自分が所属する専修の教員全員（言語文化学科は３人以上）を訪問しなけれ
ばならない。
　実施初年度はオンラインによる面談が主だったが、当初の目的以外の効果
があったそうだ。「2020年度入学者はコロナ禍のため、ほとんど大学に来るこ
とができず、不安や孤独感を抱えていた学生も多かった。オフィスラリーはそう
した学生に対するケアの時間としても役立った」（佐道学部長）。
　学生と一定時間向き合って話をすることで、教員側も学生がどのような学び
を求めているか知ることができる。全体的な学生の意見は学生アンケートでも
把握できるが、それだけでは吸い上げられない学生の生の声を聞く機会とし
て、今後もオフィスラリーを大事にしていきたいと言う。

▶国際学部で実施したオンライン留学プログラムの全学展開を検討
▶高度な専門性を持ったグローバル人材の育成をめざして研究科を再編
▶語学やグローバル教育に熱心に取り組む高校との教育面の連携強化

CASE STUDY

ポストコロナに向けての取り組み

注目
！

オフィスラリーのガイドライン（一部抜粋）

□1年生は春学期中に必ず３人以上の教
員を訪問する

□国際学科の2年生は秋学期中に必ず自
分が所属する専修の教員全員を訪問する

□言語文化学科の2年生は秋学期中に必
ず自分が所属する専修の教員3人以上を
訪問する（授業を受けていない教員も積極
的に訪問すること）

□ホームページで教員の専門や各専修の
概要等の情報をあらかじめ熟読し、オフィス
アワーで聞きたいことを明確にしておくこと

を
本
格
的
に
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
な

学
生
に
も
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
し
ば
ら
く
、
国
際
系
の
学
部
は

学
生
募
集
に
苦
労
す
る
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
の
入
学
を
た
だ
待
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
大
学
側
か
ら
高
校
生
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
今
、
本
学
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
る
高
校
と
連
携
し
、

高
校
の
国
際
化
教
育
に
大
学
生
が
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
大
学
院
教
育
の
強
化
も
進
め

て
い
ま
す
。
本
学
部
で
は
国
際
機
関
等

で
活
躍
す
る
人
材
も
育
て
た
い
の
で
す

が
、
こ
う
し
た
機
関
は
修
士
、
博
士
の

学
位
が
な
け
れ
ば
応
募
す
ら
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
人
文
社
会
科
学
系
統
の

研
究
科
を
再
編
し
て
、
国
際
学
部
の
完

成
年
度
に
合
わ
せ
、
新
た
な
研
究
科
の

設
置
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
あ
る
と
は
い

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
止
ま
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。
よ
り
複
雑
化
し
、
多

様
化
し
た
社
会
課
題
に
対
応
で
き
る
人

材
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で

す
。
10
年
後
、
15
年
後
を
見
据
え
た
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。



本特集のまとめとして、今後のグローバル人材育成のための
教育の再定義の具体例をまとめた。グローバル教育を見直すことは、
卒業後の学生の将来のためになるだけでなく、自学、そして日本全体の
国際競争力を高めることにもつながる。参考にされたい。

これからの
グローバル
人材育成　

コア化

多様化

日常化

卒業後の学生、大学、日本の
国際競争力と持続性を高める

執行部、教職員のマインドセットをグローバル化

教育・研究、そして運営上も、グローバルイシューに取り組む

全学生向けのキャリア教育として取り組む

「留学」「国際」を特定部署の分掌とせず、部門横断で対応する

交わる地域、国、文化、人の多様化（国内外によらず「内輪」の外に出る）

教育手法の多様化（語学研修、現地留学以外の可能性）

言語の多様化（正しさにこだわりすぎない英語、英語以外の言語の扱い）

国内キャンパスのグローバル化

多くの学生に届くグローバル系施策の広報活動

グローバル系以外の科目でも世界を意識させる内容、工夫

サークル、学生寮等での正課外でのグローバル体験

特集  グローバル人材育成のこれから

2022 1-2 30

など
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